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七夕に燃える　奥の天神 生根神社と生青会 
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七
夕
に
燃
え
る

奥
の
天
神 

生
根
神
社
と
生
青
会

　
「
神
社
で
笹
を
置
い
て
七
夕
祭
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
神
道
で
は
、
願
い
事
な
ど
を
焚
き

上
げ
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
の
で
、
こ
の
七
夕
の
笹
も
焚

き
上
げ
て
い
ま
す
」
と
は
、
生
根
神
社
の
堤
太
郎
宮
司
。

　

七
夕
祭
は
、
生
根
神
社
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
総
代
が
提

案
し
、「
生
青
会
」
が
そ
れ
を
が
っ
つ
り
応
援
し
て
い
る
。

　

６
月
の
最
終
日
曜
日
に
「
生
青
会
」
の
み
ん
な
で
七
夕
、

茅ち

の
輪わ

の
準
備
を
す
る
。大
和
川
ま
で
茅
ち
が
や
を
刈
り
に
行
き
、

神
社
に
戻
っ
て
茅
の
輪
を
作
る
。
七
夕
の
笹
を
た
て
る
。

　

２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
七
夕
祭
。
最
初
は
富
田
林
ま

で
笹
を
と
り
に
行
っ
て
い
た
が
、
と
う
と
う
10
年
前
に
境

内
に
竹
を
植
え
、
５
年
前
か
ら
そ
の
竹
を
使
っ
て
い
る
。

普
通
の
色
紙
の
短
冊
だ
と
雨
に
あ
た
る
と
ち
ぎ
れ
る
か
ら

と
風
雨
に
丈
夫
な
防
水
加
工
の
紙
に
変
え
た
。
笹
（
正
確

に
は
竹
）
も
梅
雨
時
で
雨
が
多
い
と
、う
ま
く
燃
え
な
い
、

乾
燥
し
て
い
る
と
燃
え
す
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
危
な
い
。
い
ろ

い
ろ
試
し
、
上
を
山
型
に
な
る
よ
う
に
カ
ッ
ト
す
る
と
、

炎
も
き
れ
い
な
形
で
燃
え
る
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
は
欠

か
せ
な
い
。

　

７
月
７
日
夜
、
宮
司
が
拝
殿
の
灯
籠
か
ら
火
を
と
り
、

生
青
会
会
長
へ
、
そ
し
て
４
人
の
副
会
長
に
手
渡
さ
れ
笹

に
点
火
す
る
。
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
が
ゆ
れ
、
焚
き
上

げ
が
始
ま
る
。

秋
の
「
す
み
博 

こ
ど
も
縁
日
」
の
会
場

に
な
っ
て
い
る
奥
の
天
神 

生
根
神
社
。

「
私
の
好
き
な
す
み
よ
し
」
に
は
、
生
根

神
社
の
「
七
夕
」
と
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

を
撮
影
し
た
応
募
作
品
も
多
い
。

み
ん
な
が
撮
影
し
た
く
な
る
七
夕
祭
と

茅
の
輪
く
ぐ
り
と
は
…
。

大和川で茅を刈る茅の輪を作る

笹
を
立
て
る

茅
の
輪
を
立
て
る

堤宮司を囲んで　達成感でいっぱいの生青会のみなさん

まずは花火から

いよいよ笹に点火

だんだん人が集まってくる

す
み
博
ガ
イ
ド　

２
０
２
２

２	

七
夕
に
燃
え
る

	

　

奥
の
天
神 

生
根
神
社
と
生
青
会 

６	

私
の
好
き
な
す
み
よ
し

	

す
み
よ
し
の
「
え
え
ト
コ
」
写
真
発
表 

�

８	

す
み
よ
し
を
歩
こ
う

	

住
吉
区
・
帝
塚
山
＆
住
吉
大
社
周
辺
Ｍ
Ａ
Ｐ

10	

住
吉
の
街
道

	

　

熊
野
街
道　

紀
州
街
道　

磯
歯
津
路 

	

　

万
葉
集
と
住
吉

12	

住
吉
っ
さ
ん  

住
吉
大
社
境
内

	

　

御
利
益
満
載
� 

初
辰
ま
い
り

	

　
　

住
吉
大
社
境
内
コ
ー
ス

14	

歴
史
と
祈
り
の
ま
ち
住
吉
を
歩
く

	

　
　

大
社
周
辺
コ
ー
ス

16	

昔
の
お
も
か
げ
を
伝
え
る

	

町
家
や
長
屋
の
佇
ま
い
～
住
吉
界
隈
～

17	

住
吉
の
古
仏
を
た
ず
ね
て

18	

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む

　
　
　

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
の
町 

～ 

帝
塚
山
界
隈 

～

	

　
　

帝
塚
山
コ
ー
ス

20	

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
い
た
あ
び
こ
・
苅
田

	

　
　

あ
び
こ
・
苅
田
コ
ー
ス

21	

古
き
歴
史
の
残
る
遠
里
小
野

	

　
　

遠
里
小
野
コ
ー
ス

22	

す
み
博
ぐ
る
め

	

住
吉
大
社
周
辺　

帝
塚
山
･
上
住
吉

	

我
孫
子
・
長
居
・
沢
ノ
町

	

　

ろ
う
そ
く
石
／
住
吉
常
磐
会

	

　

藤
澤
桓
夫
邸
「
西
華
山
房
」
跡 

顕
彰
碑

27	

ち
ん
電
は
み
ん
な
の
街
の
た
か
ら
も
の

28	

住
吉
歳
時
記

	

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
み
る
住
吉
の
魅
力

30	

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々

七夕の
笹と

茅の輪
が完成

七夕の日
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年越しカウントダウン
　2001 年から始まった年越しの
カウントダウン。
　12 月 31 日、いったん門を閉め、
23 時 45 分に門を開ける。かがり
火のなかの獅子舞。そして、23 時
59 分 30 秒からカウントダウン。
宮司のお話があり、みんなで新年
を迎える。

 1	月 元旦		  元旦祭
 2	月 節分の	日	 節分祭
 4	月１日		  淡島祭
　第３または第４日曜	 子供祭
 7	月 18･19	日	 夏大祭
　　　　19	日	 渡御式
10	月８･ ９	日	 例大祭
　　 体育の	日	 神輿渡御
11	月		  七五三詣り
12	月		  大根炊き
　　 31 日		  年越しカウントダウン

生根神社の祭礼・行事

写真：生根神社 生青会
　　　すみ博実行委員会
　　　すみ博ガイド 2017・2020
　　　　「私の好きなすみよし」より

　住吉大社の北にある、「奥の天神 生根神社」。
そこを拠点に地域活性のために活動している
のが「生青会」。1982 年６月に誕生し、今年
でちょうど 40 年。
　「生青会」が誕生する前の生根神社は、正月、
節分、夏祭が大きな行事で、淡島祭、秋思祭、
秋祭は神事だけというちょっとさみしい神社
だった。
　最大の行事である夏祭も人手がなくアルバ
イトに頼っていた。総代たちは「こんなことで
は夏祭はできない。青年部みたいなものをつく
ろう」と提案。粉浜、住吉地区に声をかけ、結
成されたのが生根神社の青年部。そこから「生」

「青」をとって「生青会」と名付けた。翌年に、
東粉浜、墨江地区が参加し、氏子地域の４地区
がそろった。
　獅子舞、夏祭の子供太鼓、子供祭、秋祭の神
輿巡行と年を追うごとに氏神様の生根神社を
盛り上げるための提案、次々に実現していく。
年越しカウントダウン、七夕祭など神社には、
めずらしいユニークな行事も生まれ、今では、
多くの人が集まる行事になっている。

　

生
青
会
が
運
営
す
る
「
子
供
祭
」
は
、
境
内
で
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
と
子
ど
も
た
ち
が
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
行
事
だ
。
生
根
神
社
の
神
輿
を
先
導
す
る
子
供
太
鼓
、

地
域
で
担
ぐ
子
ど
も
神
輿
と
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
行

事
も
多
い
。

　
「
子
供
太
鼓
を
た
た
く
の
は
、
小
学
４
年
か
ら
６
年
ま

で
。
だ
か
ら
中
学
生
に
な
る
と
神
社
の
行
事
か
ら
は

ち
ょ
っ
と
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
、高
校
生
に
な
っ

て
獅
子
舞
を
や
っ
て
く
れ
て
る
子
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
ふ

う
に
小
さ
い
と
き
に
参
加
し
て
く
れ
て
た
子
ど
も
ら
が
高

校
生
や
大
人
に
な
っ
て
、
獅
子
舞
や
生
青
会
に
戻
っ
て
き

て
く
れ
た
ら
、
生
青
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ

が
一
番
う
れ
し
い
。
あ
ー
、
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
生
根
神
社
が
、

あ
ー
、
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す

ね
。」
と
、
星
畑
政
彦
生
青
会
会
長
は
言
う
。

獅
子
舞
に
燃
え
る

　

神
社
の
境
内
で
も
、
地
域
の
な
か
で
も
獅
子
は

舞
う
、
練
り
歩
く
。
夏
祭
で
も
、
秋
祭
で
も
、
年

越
し
で
も
、
新
年
で
も
。

　

星
畑
政
彦
生
青
会
会
長
の
イ
チ
推
し
は
「
獅
子

舞
」。「
全
身
を
使
う
の
で
大
変
で
す
が
、
地
域
の

な
か
を
練
り
歩
く
と
盛
り
あ
が
り
ま
す
」

　

生
青
会
発
足
の
翌
年
、１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
、

初
め
て
粉
浜
地
区
が
獅
子
舞
を
巡
行
し
た
。「
生
青

会　

30
年
誌
」
の
な
か
に
当
時
の
記
述
が
あ
る
。

「
獅
子
装
束
に
身
を
固
め
、
粉
浜
生
青
会
15
名
で
巡

行
。
全
員
、体
全
体
を
使
っ
て
目
一
杯
頑
張
る
の
で
、

汗
汗
汗
！ 

休
憩
所
で
ビ
ー
ル
・
日
本
酒
が
振
る
舞

わ
れ
、
酒
飲
み
す
ぎ
て
最
後
は
バ
テ
る
。」

　

獅
子
舞
は
、
大
変
だ
が
お
も
し
ろ
い
。

子どもたちと

生青会

生根神社 生青会

そのはじまりは…

子供祭の準備
入口では子どもたちが待っている

７月のお渡り、10月の神輿渡
御と子供太鼓が神輿を先導する

　
「
大
阪
す
み
よ
し　

ま
ち
ま
る
ご
と
博
覧
会
」
を
テ
ー

マ
に
春
と
秋
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
「
す
み
博
」。

　
「
レ
ン
ゲ
de
す
み
博
」
は
、
住
吉
大
社
の
御
田
が
レ
ン

ゲ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
５
月
５
日
、
御
田
の
開
放
と
五
月

殿
で
の
お
絵
描
き
、ジ
ャ
ン
ボ
住
吉
か
る
た
大
会
な
ど
を
。

　

秋
は
、
生
根
神
社
で
「
こ
ど
も
す
み
博
」
を
テ
ー
マ
に

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
こ
ど
も
縁
日
な
ど
。
住
吉
公
園
で
は

音
楽
ラ
イ
ブ
や
ロ
ハ
ス
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
。
夜
は

住
吉
大
社
反
橋
前
で
住
吉
と
ゆ
か
り
の
あ
る
伝
統
芸
能
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
「
住
吉
っ
さ
ん
の
夕
べ
」
を
開

催
し
て
い
る
。

　

生
青
会
は
、
秋
の
「
こ
ど
も
す
み
博
」
で
の
こ
ど
も
縁

日
を
は
じ
め
住
吉
公
園
、
住
吉
大
社
反
橋
前
「
住
吉
っ
さ

ん
の
夕
べ
」
の
警
備
な
ど
「
す
み
博
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
が
っ

つ
り
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

神
輿
を
修
復
し
ま
し
た

　

去
年
の
夏
祭
の
後
に
修
復
に
出
し
て
い
た

神
輿
が
、
中
か
ら
外
ま
で
、
き
れ
い
に
な
っ

て
今
年
の
夏
祭
の
前
に
帰
っ
て
き
た
。

　

神
輿
は
、
夏
の
渡
御
で
は
車
に
乗
せ
て
、

秋
の
神
輿
渡
御
で
は
子
供
太
鼓
が
神
輿
を
先

導
す
る
。
担
ぎ
手
（
輿
丁
）
に
子
供
太
鼓
に

警
備
と
総
勢
１
５
０
人
が
地
域
を
練
る
。神社でのお披露目

神輿を担ぐときは白い
法被で

「すみよしを歩こう」14 ～ 15 ページ
「歴史と祈りのまち住吉を歩く  大社周辺
コース」のなかで生根神社を紹介してい
ます。あわせてご覧ください。

生青会と

　すみ博
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
３
年

目
を
迎
え
て
も
収
ま
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
今
年
も
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
す
み
よ
し
の
水
の
情
景
」

で
、
昨
年
の
コ
メ
ン
ト
で
私
か
ら
申
し
あ
げ
た

大
和
川
に
限
ら
ず
万
代
池
や
水
路
な
ど
を
被
写

体
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

撮
影
時
に
、「
水
」
を
主
役
に
す
る
か
、
わ
き

役
に
す
る
か
、
端
役
に
す
る
か
は
作
者
の
自
由

で
す
が
、
そ
の
「
水
」
を
活
か
す
た
め
の
工
夫

が
作
品
に
息
吹
を
注
ぎ
込
み
ま
す
。
そ
の
工
夫

は
、
自
然
で
あ
っ
た
り
、
人
物
で
あ
っ
た
り
、

建
物
や
工
作
物
で
あ
っ
た
り
で
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
水
」
を
通
し
て
自
然
を
訴
え
る
も
の
、

家
族
な
ど
の
絆
を
訴
え
る
も
の
、
偶
然
を
訴
え

る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
を
ポ
イ
ン
ト
に
セ
レ
ク
ト
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

来
年
の
テ
ー
マ
は
「
仲
良
し
」
で
す
。
い
ろ

ん
な
仲
良
し
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

北
岡　

均　

（
一
般
社
団
法
人
日
本
写
真
講
師
協
会

フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

すみよしすみよし
私の好きな私の好きな すみよしの「ええトコ」写真発表します !!こんな「すみよし」好きやねん！

第７回「私の好きな　すみよし」のテーマは、「すみよしの
水の情景」。111点の「水の情景」が届きました。
フォトインストラクターの北岡均さんとすみ博実行委員会
が選んだ今年の「すみよしのええトコ」は、これです。

梅
雨
の
日　

雨
上
が
り
の
水
た
ま
り　

双
子
の
反
橋　

２
０
２
２
・
６
・
22　

住
吉
大
社

今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
風
景
、
静
か
に
時
を
刻
ん
で
…

�

２
０
２
１
・
11
・
21　

住
吉
大
社

夕陽の落ちる反対側の西側夕陽に照らされた雲が富士山にも見えます。
川にも映ってお気に入りのショットです。�2022.7.6 大和川　遠里小野河川敷

細
井
川
は
大
好
き
な
お
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
。

水
が
流
れ
る
音
を
聴
い
た
り
、
咲
い
て
い
る
花
の
に
お
い
を

感
じ
た
り
、
あ
め
ん
ぼ
が
泳
ぐ
と
こ
ろ
を
見
た
り
…
街
中
で

も
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
。�

２
０
２
２
・
６
・
15　

細
井
川

大和川は野鳥の楽園。暑い中ですが、いつまでも野鳥を
眺めている人がいました。� 2022.8.1　大和川堤防上

チ
ン
チ
ン
電
車
の
レ
ジ
ェ
ン
ト
「
モ
１
６
１
」
と

防
火
設
備
の
レ
ジ
ェ
ン
ト
「
防
火
用
水
」
の
共
演
で
す
。

�

２
０
２
１
・
12
・
16　

阪
堺
線　

東
玉
出
～
塚
西

偶然通りかかって綺麗だなと思った小川。
街の中にこんな小川があるなんて素敵だなと思います。
� 6.20 14 時頃　千躰にある小川

薄いお月様が出ていたので、買い物前によく見える
大和川から廻り道した時の写真です。水にうつる空
の色とお月様、銀河鉄道みたいな電車がとても好き
な風景です。� 2022.8.1　大和川

夏
の
夕
暮
れ
、大
和
川
の
川
面
を
輝
か
せ
て
夕
陽
が
沈
み
ま
す
。

�

２
０
２
２
・
７
・
26　

阪
堺
線
我
孫
子
道
～
大
和
川

水
面
に
映
え
る
夕
焼
け�

２
０
２
２
・
５
・
５　

万
代
池
公
園

両
岸
に
西
洋
カ
ラ
シ
ナ
が
咲
く
大
和
川
の
鉄
橋
を

「
関
空
特
急
は
る
か
」
が
渡
り
ま
す
。
杉
本
町
駅（
住

吉
区
）と
浅
香
駅（
堺
市
）を
繋
ぐ
鉄
橋
で
す
。

�

２
０
２
２
・
４
・
12　

大
和
川
・
吾
彦
大
橋
か
ら

草書体の「心」の文字をかたどって
造られた人工池で、サギなどの鳥の
姿が見られる素敵な日本庭園です。
� 2022.5.2　住吉公園・心字池

僕は、去年の夏から日本に住み始めました。この
１年間で、たくさんの素晴らしい瞬間に出逢い、
写真を撮る事ができました。今回は、「すみよしの
水の情景」だという事で、住吉大社の情緒溢れる
情景の写真を撮影しました。� 9.25　住吉大社

円形の建物では１日に３回、ウォーターカーテンが滝のように豪快に流れます。
建物の中は空と水の幻想的な空間です。� 2022.8.21　住吉公園・花と水の広場
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１ ２ ３ ‌8‌9

歴
史
、
文
化
、
ま
ち
な
み
…
住
吉
に
は

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。

「
す
み
博
ガ
イ
ド
」
紙
上
で
は
そ
ん
な

住
吉
の
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

「
す
み
博
ガ
イ
ド
」を
手
に
住
吉
を
ま
る

ご
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

す
み
よ
し
を
歩
こ
う

MAP１

住吉区の商店街

住吉大社境内
コース
12ページ

帝塚山コース
18ページ

大社周辺コース
14ページ

住吉大社境内コース
12ページ

すみよしを歩こう コース

遠里小野コース
21ページ

あびこ ･苅田コース
20ページ

すみよしを歩こう コース

すみよしを歩こうコースは
「すみよし歴史案内人の会」の
ご協力のもとに作成しました

町歩きなどのお問い合わせは
「NPO 法人 すみよし歴史案内人の会」へ
　　　TEL：06-6690-7723

MAP２ 住吉区ＭＡＰ帝塚山＆住吉大社周辺ＭＡＰ
MAP２ 帝塚山

＆住吉大社周辺ＭＡＰ
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住吉の街道
　

磯し

歯は

津つ

路み
ち 

～ 

住す

み

の

え

つ

吉
津
か
ら
奈
良
へ
向
か
う
古

い
に
し
え

の
道
～

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の

御
代
、
呉
の
国
か
ら
渡
来
し
た
織
姫
た
ち

が
通
っ
た
と
さ
れ
る
古
代
の
“
国シ

ル
ク
ロ
ー
ド

際
街
道
”。

西
の
茅ち

渟ぬ

の
海
か
ら
上
陸
し
た
異
国
の
人
々

は
住
吉
津
の
東
か
ら
古
代
の
宮
が
あ
っ
た
奈

良
へ
と
向
か
っ
た
。
磯
歯
津
路
沿
い
に
は
古

の
姿
を
感
じ
さ
せ
る
寺
社
や
民
家
が
並
ぶ
。 

　
「
磯し

歯は

津つ

路み
ち

」
は
雄
略
天
皇
の
時
代
（
５

世
紀
後
半
）
に
住す
み
の
え
つ

吉
津
付
近
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
道
路
で
あ
る
。
発
掘
で
は
見
つ
か
っ
て

お
ら
ず
、“
ま
ぼ
ろ
し
の
古
道
”
で
あ
る
。

　

古
代
日
本
の
歴
史
書
で
あ
る
『
日
本
書

紀
』
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の
時
代
に

身む
さ
の
す
ぐ
り
あ
お

狭
村
主
青
と
い
う
人
物
が
呉
国
（
中
国
の

江
南
地
方
）
の
使
者
た
ち
と
共
に
住
吉
津
に

停
泊
し
た
際
に
、「
磯
歯
津
路
」
に
通
じ
る

「
呉く
れ

坂さ
か

」
と
い
う
名
の
道
が
作
ら
れ
た
と
さ

れ
る
。

　

こ
の
磯
歯
津
路
は
摂
津
・
河
内
の
国
境

線
と
も
な
る
八
尾
街
道
、
今
の
長
居
公
園

通
り
に
考
え
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
磯
歯
津
路
は
仁
徳
天
皇
が
置
い
た

「
高た
か
つ
の
み
や

津
宮
」
か
ら
丹た
じ

比ひ

邑む
ら

に
向
か
う
南
北
の

大
道
に
接
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

住
吉
津
が
５
世
紀
後
半
に
新
道
に
よ
っ
て
磯

歯
津
路
と
接
続
さ
れ
、
難
波
・
河
内
と
の
陸

上
交
通
の
至
便
性
が
画
期
的
に
向
上
し
た
こ

と
も
、
こ
の
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

考
古
学
の
発
掘
成
果
か
ら
み
る
と
、
住
吉

津
周
辺
の
発
掘
で
５
世
紀
後
半
以
降
に
出
土

品
が
増
加
す
る
こ
と
や
、
長
居
公
園
通
り
沿

い
の
南
住
吉
遺
跡
や
喜
連
東
遺
跡
な
ど
で
発

見
さ
れ
た
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
建
物

群
は
、
こ
の
時
期
に
「
住す
み

吉の
え

」
と
平
野
区
の

「
長な
が

吉の
え

」
を
結
ぶ
交
通
路
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
だ
が
、
史
料
に
記
録
さ
れ

た
道
路
そ
れ
自
体
が
、
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
「
ま
ぼ
ろ
し
」

と
言
う
こ
と
に
し
て
お
こ
う
。

　

と
は
い
え
、
古
代
の
河
内
や
大
和
・
飛
鳥

へ
と
つ
な
が
る
磯
歯
津
路
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
が
、
古
代
住
吉
の
発
展
に
果
た
し
た
役

割
の
大
き
さ
を
考
え
れ
ば
、「
ま
ぼ
ろ
し
」

だ
か
ら
と
い
っ
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
う
。

�

元
大
阪
文
化
財
研
究
所　

京
嶋 

覚

十
四
年
春
一
月
十
三
日
、
身む
さ
の
す
ぐ
り
あ
お

狭
村
主
青

等
、
呉く
れ
　
こ
く国
の
使
い
と
と
も
に
、
呉
の

献た
て
ま
つる

手
た
な
　
す
え末

の
才て
ひ
と伎

、
漢
あ
や
は
と
り織

、
呉
く
れ
は
と
り織

お

よ
び
衣
縫
の
兄え
　
ひ
め媛
、
弟
お
と
　
ひ
め媛
を
將ゐ

て
、
住

吉
津
に
泊
る
。
十
四
年
正
月
、
呉
の

客
の
道
を
為つ
く

り
て
、
磯
歯
津
路
に
通
か
よ
は

す
。
呉
く
れ
　
さ
か坂

と
名
づ
く
。
十
四
年
三
月
、

臣お
み
　
む
ら
じ
連
に
命
じ
て
呉
の
使
い
を
迎
え
さ

せ
、
呉
人
を
桧
隈
野
に
安
は
べ
ら
し
た
ま
う
置
、
呉
原

と
名
づ
く
。

（
呉
原
は
現
・
奈
良
県
明
日
香
村
栗
原
）

『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
紀
よ
り

　

ま
ぼ
ろ
し
の

　

「
磯
歯
津
路
」
を
さ
ぐ
る

現在の住吉街道（磯歯津路）

古
代
大
阪
の
地
理
図
（
日
下
雅
義
作
図
）

❶
難
波
宮 

❷
難
波
大
道 

❸
住
吉
津 

❹
磯
歯
津
路

❺
大
津
道 

❻
丹
比
道

　

熊
野
街
道 

～
熊
野
へ
向
か
う
信
仰
の
道
～

　

阪
堺
線（
ち
ん
電
）沿
い
に
走
る
紀
州
街
道
は
住

吉
大
社
を
過
ぎ
る
と
電
車
道
と
分
か
れ
、
御
祓
橋

で
細
江
川
を
越
え
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
「
霰
松

原
」
の
旧
跡
を
通
っ
て
安
立
商
店
街
へ
と
抜
け
て

い
く
。
こ
の
路
は
江
戸
時
代
、
大
坂
と
紀
州
を
つ

な
ぐ
大
動
脈
で
、
紀
州
の
殿
様
の
参
勤
交
代
路
で

も
あ
っ
た
。

　

住
吉
大
社
の
夏
祭
り
に
は
鳳
輦
・
神
輿
が
列
を

な
し
、
紀
州
街
道
を
巡
行
し
て
堺
の
宿
院
頓
宮
ま

で
渡
り
、
途
中
の
大
和
川
で
は
川
の
中
を
練
り
廻

る
。

　

紀
州
街
道 

～
ち
ん
電
の
走
る
祭
り
の
道
～

津の国の「昔」を歩く「今」の路津の国の「昔」を歩く「今」の路

住吉は古来シルクロードへの出発点として海陸両方で交通の起点であった。
古代の磯歯津路、中世の熊野街道、近世の紀州街道と、古人の歩いた道が今も
人々の生活道路として生き残り、そこを歩くだけで悠久の歴史を感じさせてく
れるのが住吉の街道。北へ、南へゆったりと歩かれよ。

住吉大社周辺　左端中程から右端下へ続くのが紀州街道（「摂津名所図会」寛政８年（1796）に新たに着色したもの）

　

京
都
か
ら
大
阪
を
経
て
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮

大
社
、
熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
那
智
大
社
）
へ
と

向
か
う
参
詣
の
道
で
あ
る
。
熊
野
三
山
は
平
安
時

代
中
頃
か
ら
神
仏
習
合
に
よ
る
阿
弥
陀
信
仰
の
聖

地
と
し
て
尊
ば
れ
、
宇
多
上
皇
、
白
河
上
皇
、
後

白
河
上
皇
な
ど
皇
族
や
貴
族
の
参
詣
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
。

　

街
道
は
渡
辺
の
津
（
江
戸
時
代
以
降
は
八
軒
家

浜
）
を
起
点
に
四
天
王
寺
、
住
吉
大
社
、
和
泉
か

　

万
葉
集
に
は
住
吉
を
詠
ん
だ
歌
が
四
十
首
余
り
あ
る
。
昔
は
住

吉
大
社
の
す
ぐ
近
く
が
海
岸
で
「
白
波
の
千
重
に
来
寄
す
る
」
と

詠う
た

わ
れ
た
白
砂
青
松
の
岸
辺
と
、
衣
を
黄
色
に
染
め
る
土
「
岸
の

黄
土
」
が
有
名
だ
っ
た
。

　

住
吉
大
社
反
橋
の
西
北
に
遣
唐
使
船
を
か
た
ど
っ
た
石
碑
（
平

成
３
年
（
１
９
９
１
）
建
立
）
が
あ
り
、「
草
枕
旅
行
く
君
と

知
ら
ま
せ
ば
岸
の
埴
生
に
に
ほ
は
さ
ま
し
を
」（
清す

み
の
え
の
を
と
め

江
娘
子
）、

「
住
吉
に
斎
く
祝
が
神
言
と
行
く
と
も
来
と
も
船
は
早
け
む
」

（
多た

ぢ
ひ
の
ま
ひ
と
は
に
し

治
真
人
土
作
）
の
二
首
を
正
面
上
段
に
、
住
吉
に
関
連
す
る

十
七
首
の
万
葉
歌
を
刻
ん
で
い
る
。

ら
紀
州
和
歌
山
、
田
辺
を
経
て
、
中
辺
路
ま
た
は

大
辺
路
に
よ
っ
て
ま
ず
は
熊
野
本
宮
へ
と
向
か

う
。
街
道
沿
い
に
は
熊
野
権
現
を
祭
っ
た
王
子
社

（
九
十
九
王
子
）
が
あ
り
、
参
詣
者
は
こ
こ
で
休

憩
し
、
道
中
の
無
事
を
祈
っ
て
参
詣
の
旅
を
続
け

た
。

　

建
仁
元
年
（
１
２
０
１
）、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊

野
御
幸
に
随
行
し
た
歌
人
、藤
原
定
家
は
日
記『
熊

野
道
之
間
愚
記
（
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
）』
に
、

鳥
羽
を
出
発
の
翌
日
、
阿
倍
野
王
子
を
拝
し
住
吉

社
に
参
詣
。
一
泊
し
て
翌
朝
再
び
住
吉
社
に
参
詣

し
、
御
奉
幣
、
里
神
楽
、
相
撲
三
番
、
後
鳥
羽
院

の
前
で
の
和
歌
の
披
講
を
終
え
て
か
ら
、
境
王
子

を
目
指
し
て
馬
で
出
発
、
と
当
時
の
熊
野
御
幸
の

様
子
を
詳
細
に
綴
っ
て
い
る
。

　

室
町
時
代
以
降
は
武
士
や
庶
民
の
参
詣
が
盛
ん

に
な
り
、「
蟻
の
熊
野
参
り
」（
ピ
ー
ク
は
15
世
紀

後
半
頃
）と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　

住
吉
区
内
で
は
、
姫
松
交
差
点
を
起
点
に
万
代

池
の
西
を
通
り
、
住
吉
大
社
の
東
側
を
南
下
し
て

大
和
川
に
至
る
。
熊
野
街
道
は
今
も
人
々
が
行
き

交
う
生
活
道
路
で
あ
る
。

住
吉
の
粉
浜
の
し
じ
み

開
け
も
見
ず

隠
り
て
の
み
や
恋
ひ
渡
り
な
ん

住
ノ
江

磯歯津路

紀
州
街
道

熊
野
街
道

大和川

　

文
武
天
皇
の
難
波
行
幸
時

に
長
皇
子
が
住
吉
の
地
と
人

と
を
賛
美
し
て
詠
ん
だ
歌
碑
。

霰
松
原
公
園

（
住
之
江
区
安
立
２
丁
目
）

万葉集と住吉

　

聖
武
天
皇
が
難
波
宮
に
行

幸
さ
れ
た
と
き
大
宮
人
の

詠
っ
た
万
葉
仮
名
で
刻
ま
れ

た
石
碑
。
揮
毫
は
昭
和
48
年

ま
で
25
年
間
に
わ
た
り
東
粉

浜
に
居
住
し
た
著
名
な
万
葉

学
者
の
犬
養
孝
氏
。

南
海
電
車
粉
浜
駅
前

（
東
粉
浜
３
丁
目
）

霰
打
つ
あ
ら
れ
松
原

住
吉
の
弟
日
娘
と

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
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住吉大社境内コース

❼ 楠
なん

珺
くん

社
しゃ

樹齢約１千年の楠の老大樹
がご神体で「初辰さん」の
愛称で親しまれる商売繁昌
の神様。４年間で 48 ヵ月、
毎月欠かさずお参りを続け
ると商売が「始終発達」す
るといわれ、社頭では「招
福猫（招き猫）」を授与し
ている。

❻ 種
たね

貸
かし

社
しゃ

「初辰まいり」は、本殿北側にあるここ
からスタート。お祓いを受けた「種銭」
を授かる。それを商売の元手に加えて、

「一粒万倍」を祈願する。資金調達・子
宝安産の神様。

� 浅
あさ

沢
ざわ

社
しゃ

　　住吉区上住吉２丁目
このあたり昔は沼地で杜
若の名所であり「浅沢小
野の杜若」は万葉集にも
詠まれた。また、「弁天
さん」として親しまれ、
福の神・女性の作法・芸
事の守護神として崇敬さ
れている。

� 大
おお

歳
とし

社
しゃ

　　住吉区墨江１丁目
収穫の神で、成果をもたらしてくれる大歳社で
収穫、集金満足と諸願成就に感謝して「初辰ま
いり」をしめくくる。境内にあるおいとしぼし
社には、心願成就を占う「おもかる石」がある。

❷ 本
ほん

殿
でん

（国宝）
すべて西（大阪湾）に向かう四つの本殿は桧皮葺・
切妻造り妻入りの「住吉造」で神社建築の最古
の様式の一つ。本殿の前に幣殿（拝殿）、本殿と
の間に渡殿があり、ともに重要文化財に指定さ
れている。現在の建物は文化７年（1810）に造
営されたもの。20 年ごとに遷宮を行っている。

❶ 反
そり

橋
はし

　　住吉大社の象徴で太鼓橋とも呼ばれ、この橋
を渡ればお祓いになるとの信仰がある。「住吉祭」には神輿を
担いでこの橋を渡り、「観月祭」には橋の上で短歌の披講と俳
句の朗詠が行われる。

❺ 大
たい

海
かい

神
じん

社
じゃ

祭神は豊玉彦と豊玉姫。
式内社で本殿は住吉造、
西門は元和年間造営の四
脚門でともに重要文化財。
神話の山幸彦は海神より
授かった潮満珠を当社本
殿前の「玉の井」井戸に
沈めたと伝えられる。

住吉っさん
　住吉大社境内には、
　1800年の静かな時が流れている

❸ 住
すみ

吉
よし

御
お

文
ぶん

庫
こ

享保８年（1723）大坂、京都、江戸
の書籍商 20 人が発起して書籍奉納の
ために書庫を建立されたもので、和書
漢籍・洋装本など約５万冊を納め、大
阪最古の図書館といわれる。

❹ 住
すみ

吉
よし

神
じん

宮
ぐう

寺
じ

跡
あと

天平宝字２年（758）、孝
謙天皇の命により創建さ
れ、七堂伽藍を備えた壮
麗な寺だったが、明治の
神仏分離令により廃寺と
なった。回廊の一部は生
根神社の紅梅殿として、
西塔は徳島県の切播寺に
移され現存している。

❾ 石
いし

舞
ぶ

台
たい

（重要文化財）
慶長年間に豊臣秀頼が奉納した。
毎年５月の卯之葉神事ではこの石
舞台で天王寺楽所による舞楽が奉
納される。日本三舞台（住吉大社・
厳島神社・四天王寺）のひとつ。

� 御
おん

田
だ

毎年６月 14 日に行われる「御田植神事」
では実際に田植が行われ、八乙女田舞、
神田代舞、源平棒打合戦、田植踊、住吉
踊ほかの芸能が奉納される。国の重要無
形民俗文化財。

　

全
国
に
約
二
三
〇
〇
社
あ
る
と
い
う
住

吉
神
社
の
総
本
社
で
、
航
海
の
神
、
お
祓

い
の
神
、
和
歌
の
神
と
し
て
古
く
か
ら
崇

敬
さ
れ
る
住
吉
大
社
（
式
内
社
）。

　

ご
祭
神
は
第
一
本
宮
に
底
筒
男
命
、
第

二
本
宮
に
中
筒
男
命
、
第
三
本
宮
に
表
筒

男
命
の
住
吉
三
神
と
第
四
本
宮
に
神
功
皇

后
（
息
長
足
姫
命
）
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

摂
社
四
社
、
末
社
二
三
社
が
あ
る
。

　

遣
隋
使
、
遣
唐
使
等
派
遣
の
際
に
は
住

吉
大
社
へ
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
船
出
を

し
た
。
ま
た
「
初
辰
ま
い
り
」
な
ど
庶
民

の
信
仰
を
集
め
、
毎
年
初
詣
に
は
二
百
数

十
万
の
参
詣
者
で
賑
わ
う
。

❽ 五
ご

所
しょ

御
ご

前
ぜん

この場所の大木に白鷺が三羽来てと
まったのを神の思し召しとしてこの地
に住吉大神を祀ることになったと伝え
られ、最近では「五大力」の石拾いが
パワースポットとして人気を集める。

一寸法師と住吉大社
室町時代に書かれた『御伽草子』の「一寸法師」
には、摂津の国難波の里に住んでいた老夫婦
が子宝に恵まれず、住吉社にお参りして男子
を授かったとある。生まれた男の子「一寸法師」
は御椀の舟で住吉の浦を漕ぎ出し、淀川を遡っ
て都へと向かった。

石
いし

燈
とう

籠
ろう

境内には江戸、明治期を中心に 600 基以上の石燈籠がある。
願主は広い地域に及び、業種は海運、漁業、材木、砂糖、米、
干鰯、昆布、綿等で住吉大社が全国的に厚く信仰されてい
たことを物語る。

最も高い石燈籠 35.8 尺（11.8 ｍ）
安政５年（1858）

「永代常夜燈」和州吉野郡材木商人
反橋前南側絵馬殿の横

最も古い石燈籠
寛永 21 年（1644）

「住吉御宝前」伊勢神宮遥拝所の
東側

御利益満載！
初辰まいり

古来から毎月「初」めての「辰」の日に、商売
繁昌を願う大阪人の参拝で賑わう「初辰まいり」。
種貸社、楠珺社、浅沢社、大歳社の順におまい
りする。

初辰まいり
一番参り

初辰まいり
四番参り

初辰まいり
三番参り

初辰まいり
二番参り

大阪府立図書館「おおさか e コレクション」より

住吉鳥居前

住吉大社

本殿

❶

❷

❼

❻

❺

❹ ❸

�

❾
❽

� �五所御前

石舞台

御田

大海神社

浅沢社

大歳社

住吉御文庫

住吉神宮寺跡

楠珺社

種貸社

反橋

五月殿
吉祥殿

住吉
武道館

おすすめルートで１時間～１時間30分



住吉大社

長居公園通

南
海
高
野
線

神ノ木
阪
堺
線

南
海
本
線

沢
ノ
町

上町線

住
吉
東

磯歯津路

六道の辻

粉
浜

東
粉
浜
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牀
しょう

菜
さい

庵
あん

の碑
住吉区上住吉２丁目
一休禅師は反骨精神旺盛、天衣
無縫な人柄で人々に愛された。
文明８年（1476）、この地に牀
菜庵を建て、文明 10 年に京都
田辺酬恩庵へ移るまで、森侍者
とともに暮らしたといわれる。

浄
じょう

光
こう

寺
じ

（油
あぶら

かけ地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

）
住吉区上住吉１丁目

（浄土宗大本山知恩寺末）
入り口左手にある石の地蔵尊
に油をかけて無病息災を祈願
する。昔疫病が流行したとき
に「油を掛ければよい」との
お告げ通りにして回復したの
が始まりという。

荘
しょう

厳
ごん

浄
じょう

土
ど

寺
じ

住吉区帝塚山東５丁目
（真言律宗（真言宗西大寺派）朝日山荘厳浄土寺）
応徳年間（1084 頃）に白河天皇の勅願寺となり、
壮麗な伽藍を誇った。後村上天皇はここで後醍
醐天皇を偲ぶ法事を催している。本尊の不動明
王立像と愛染明王坐像は大阪府有形文化財。

閻
えん

魔
ま

地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

（六
ろく

道
どう

の辻
つじ

）
住吉区東粉浜３丁目
本尊の閻魔石像（大阪市指定有形民俗文化
財）は、地蔵菩薩が閻魔大王に化身したも
ので、お告げにより難波の浜から運んで来
てこの六道の辻に祀られたという。毎月 24
日には護摩の修法が行われる。

生
いく

根
ね

神
じん

社
じゃ

と奥
おく

の天
てん

神
じん

住吉区住吉２丁目
創立は不詳だが延喜式神名帳に載る
古社で祭神は少彦名命。慶長５～ 7
年（1600 頃）建立の本殿（大阪府有
形文化財）は桧皮葺・壱間社流造り、
正面千鳥破風や扉の装飾などに華麗
な桃山様式を残す。境内西北隅に鎮
座する天満宮は室町後期の建造で、
菅公木像（大阪市指定文化財）が御
神体であることから「奥の天神」と
称されてきた。

池田家住宅
［住乃江味噌池田屋本舗］
（登録有形文化財）
住吉区住吉１丁目
詳しくは 16 ページを

住
すみ

吉
よし

行
あん

宮
ぐう

跡
あと

（国指定史跡）
住吉区墨江２丁目
津守氏歴代の館で、一角に住吉社の正印を
納める正印殿があった。南朝の後村上天皇
は約９年間正印殿を行宮としてこの地で崩
御、長慶天皇が当地で即位された。大阪冬
の陣では徳川家康の本陣となっている。

歴史と祈りのまち
住吉を歩く

　
「
住
吉
津
」
が
大
陸
文
化
の
受
入
港
で
あ
っ
た

古
代
、
熊
野
詣
で
賑
わ
い
、
津
守
一
族
が
南
朝
を

支
え
た
中
世
、
人
々
の
変
わ
ら
ぬ
信
仰
を
集
め
た

近
世
。
住
吉
大
社
周
辺
に
は
日
本
の
歴
史
を
語
る

文
化
遺
産
や
社
寺
が
集
中
し
て
い
る
。

　

天
皇
位
争
い
に
敗
れ
た
住
吉
仲
皇
子
や
京
都
を

回
復
で
き
な
い
ま
ま
住
吉
行
宮
で
逝
去
さ
れ
た
後

村
上
天
皇
な
ど
「
敗
者
」
に
や
さ
し
か
っ
た
の
も

こ
の
地
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。

　

歴
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

こ
の
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

地
じ

蔵
ぞう

寺
じ

（五
ご

大
たい

力
りき

）
住吉区墨江１丁目

（天台宗松野山地蔵寺）
本尊は大阪市指定有形文化財で地元
では子安さんと親しまれている。門
前に百度石を兼ねた五大力碑があ
り、本堂右には五大力尊像がある。
この碑と五大力像はかって住吉神宮
寺にあったものである。

丸
まる

山
やま

大
だい

明
みょう

神
じん

（地元の伝承） 
住吉区住吉２丁目
住吉仲皇子（仁徳天皇の次男で
17 代履中天皇の弟）は、海人
勢力を従えて皇位を争ったが
18 代反正天皇の刺客に厠で暗
殺された。皇子は円塚（円山）
に祀られ、跡地に丸山大明神が
建つ。

東
とう

福
ふく

寺
じ

住吉区住吉１丁目
信貴山真言宗の寺院。本尊の毘沙
門天は楠木正成が祈願して正行を
授かったと伝わる千早城における
念持仏で、秘仏として正月三が日
のみ開帳される。

哀
あい

愍
みん

寺
じ

住吉区上住吉２丁目
浄土宗知恩院末寺で、本尊の木造
阿弥陀如来立像は運慶作と伝えら
れる市内有数の鎌倉彫刻。山門脇
には安産など十の願いをかなえて
くれる「ちぎり地蔵尊」が安置さ
れている。

一
いち

運
うん

寺
じ

住吉区住吉２丁目
（浄土宗知恩院派）
創建は推古天皇の時代といわれ、弘法
大師や伝教大師、法然上人などが訪れ
て説教したと伝えられる。境内に赤穂
浪士大石良雄・主税父子、寺坂吉右衛
門の墓があることでも有名。

宝
ほう

泉
せん

寺
じ

住吉区住吉１丁目
平安中期、天元５年（982）に恵
心僧都が開創されたといわれ、山
門脇の仏堂に十三体の石仏がある
ことから「十三仏」とよばれ親し
まれている。講談「幽霊の片袖」
ゆかりの寺である。

木下家住宅
住吉区上住吉 1 丁目
詳しくは 16 ページを

おすすめルートで
１時間30分～２時間

MAP２
C－2

MAP２ C－2

MAP２ C－1

MAP２
C－2

MAP２ C－2

MAP２
C－2

MAP２
C－2

MAP２ C－2

MAP２ D－1

MAP２ B－1

MAP２ C－2

MAP２ B－1

MAP２ C－2

MAP２ C－1

大社周辺コース

浄光寺

荘厳
浄土寺

牀菜庵
跡

一運寺宝泉寺池田家 生根神社 閻魔
地蔵尊

丸山
大明神 地蔵寺

東福寺

哀愍寺

３分３分６分２分６分３分

１分 ６分４分４分

南海本線
粉浜

住吉行宮
跡

高野線
沢ノ町

木下家

３分 ４分 ８分

８分１分
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住
吉
の

　
　
古
仏
を
た
ず
ね
て

　

大
阪
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
何
度

も
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

古
い
時
代
の
文
化
財
は
残
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
の
が
通
説
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ

数
年
の
調
査
で
、
古
い
時
代
の
仏
像
や
神

像
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
法
隆
寺
や
東
大
寺

に
負
け
な
い
と
い
っ
た
ら
少
し
言
い
過
ぎ

で
す
が
、
古
く
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
彫
像
が
、
大
阪
市
内
で
新
た
に

百
体
近
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時

代
に
難
波
宮
と
い
う
都
が
お
か
れ
、
中
世

に
は
四
天
王
寺
や
住
吉
大
社
を
中
心
と
し

て
宗
教
都
市
と
し
て
栄
え
た
大
阪
の
歴
史

を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、や
は
り
驚
く
よ
う
な
発
見
で
す
。

木造十一面観音立像
（西方寺） 

八角形の宝冠、細身の体躯、腰を捻った動
きのある表現が特徴的な一木造像。職業仏
師の作ではなく、特別な信仰を持った行者
が神木から彫り出したと思われる。制作は
12 ～ 13 世紀に遡る（市有形文化財）。

木造興正菩薩叡尊坐像
（荘厳浄土寺）

真言律宗を中興した興正菩薩叡尊の 80 歳
を記念して弘安 3 年（1280）に造像され
た西大寺像の 2/3 の大きさの精緻な模造
で、荘厳浄土寺が真言律宗の拠点である
ことを象徴している。頭部には法華経が
納入され、その奥書から、正徳 3 年（1713）
に荘厳浄土寺の住持宗算が造像したこと
がわかる歴史資料としての価値も高い肖
像彫刻である（市有形文化財）。

熊野街道に東面した小堂に安置される花崗岩製の丸彫りの十
三仏で、住吉大社周縁に残る石仏のひとつ。十三仏は忌日供
養や死者供養のため造像され、現世と死者の国との境界の地
にまつられる。等身大の巨像が小堂に立ち並ぶ姿は全国的に
も珍しく、神秘的な雰囲気が漂う。一説には、隣地の字石本
で出土した巨石で造られたという（市有形民俗文化財）。

閻魔地蔵（十王会）
住吉大社の周縁に残る石仏のひとつで、「六道の
辻」に建つ閻魔堂にまつられ、現在も講組織に
よって護持されている。胸前で杓を執り結跏趺
坐する閻魔王を半肉彫した像で、天文 7 年

（1538）の銘が残る。地蔵盆の行事も行われ、
死者供養、六道救済の地蔵尊としての側面もあ
わせもつ。全国的にも珍しい閻魔と地蔵が一体
となった中世の石仏である（市有形民俗文化財）。

木造阿弥陀如来立像
（一運寺） 

快慶の孫弟子世代の仏師による
作と思われる。衣文の描写が複
雑で動きを感じさせる表現と
なっており、中国、宋風の影響
を漂わせる。14 世紀前半の鎌倉
時代末期の制作である（市有形
文化財）。

木造阿弥陀如来立像 
（哀愍寺） 

快慶の様式を踏まえた安阿弥様
（あんあみよう）による阿弥陀来
迎像で、快慶の弟子世代の仏師に
よる作と思われる。鎌倉時代後期、
13 世紀後半から 14 世紀初の制
作である（市有形文化財）。

木造阿弥陀如来立像
（大圓寺） 

足ホゾ墨書銘から、鎌倉時代を代表す
る仏師快慶の作で、1210 年頃の制作
である。安阿弥様と呼ばれる、阿弥陀
来迎の姿を写した立像の様式の原型と
なった画期的な鎌倉彫刻（市有形文化財）。

木造毘沙門天立像
（極楽寺） 

遠里小野にあった古代寺院榎津寺
（えなつでら）の旧仏と伝えられ
る。体部は江戸時代の補作だが、
怒りの表情の中に優美さが漂う頭
部のみ平安時代後期、12 世紀に
制作が遡る（市有形文化財）。

木造地蔵菩薩立像
（地蔵寺） 

制作は平安時代、10 世紀末に遡る。
堂々とした量感あふれる一木造像
で、翻波式衣文（ほんぱしきえもん）
の名残を残すが、厳しさの中に柔
和さを垣間見せる表情が和様の進
展をうかがわせる（市有形文化財）。

木造天神坐像
（生根神社）

菅原道真を神格化した天神を
彫刻であらわした事例は全国
的にも珍しく貴重な神像。一
木造の素朴な作風の彩色像で、
像底の墨書銘から 1482 年、
室町時代の制作であることが
わかる（市有形文化財）。

　

住
吉
区
域
、
特
に
住
吉
大
社
を
中
心
と

し
た
熊
野
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、
大
阪
市
内
で
も

特
に
古
い
仏
像
や
神
像
が
た
く
さ
ん
残
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れ
て
い
る
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に
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た
り
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博
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の
名
に
ふ
さ
わ
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い
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き
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博
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館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
２
０
１
３
年
に
３
件
が

大
阪
市
指
定
文
化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
住

吉
区
域
の
彫
像
は
あ
わ
せ
て
12
件
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
６
件
は
神
木
の
よ
う

な
特
別
な
材
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
古
様
な

一
木
造
像
、
３
件
は
阿
弥
陀
如
来
像
、
２

件
は
石
仏
、
１
件
は
高
僧
の
肖
像
で
す
。
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慎
一

住吉の十三仏（宝泉寺） 

上田家住宅� 住吉区住吉１丁目 　　　　　　　
明治 43 年（1910）の建築、瓦葺き切妻屋根、出格子
や駒寄せなどの伝統的な町家の形態を持っている。
HOPE ゾーン事業のまちなみ修景補助制度により、美
しくよみがえった。

昔
の
お
も
か
げ
を
伝
え
る

町
家
や
長
屋
の
佇
ま
い

	
	

	

～
住
吉
界
隈
～

丸山の庭
丸山大明神の前部分の敷地に、HOPE
ゾーン事業の施設整備として、コミュ
ニティ広場（丸山の庭）が造られている。

住吉の長屋
� 住吉区住吉２丁目
建築家安藤忠雄氏の初期の
代表的住宅作品。昭和 51
年（1976）完成、日本建築
学会賞受賞。元々の長屋の
中の一軒を切り取り、そこ
に光庭を持つコンクリート
の箱を嵌め込んだ格好と
なっている。昔ながらの長
屋の生活を新しく表現した
ものとして、世界的にも高
い評価を得ている。

飛鳥への小径
一運寺の門へ入る前の三叉路の角
部分に同様にコミュニティ広場（飛
鳥への小径）が設けられている。

ＨＯＰＥゾーン事業
住吉大社周辺地区は、大阪
市のHOPEゾーン事業のひ
とつとして、平成 12年度～
27年度までの 15年間にわた
り、住吉らしいまちなみづ
くりのためのガイドライン
の取りまとめ、「住吉の歴史
と人が育む四季に映えるま
ちなみ」をテーマに地域の
魅力発信などに取り組むと
共に、地域特性を生かした
まちなみづくりのために「ま
ちなみ修景」や「共同施設
整備」を、地域と大阪市の
協力により行ってきた。

住吉には特徴的な町家や蔵の他、街道・みちに面した多くの長屋が
景観形成の大きな要素である。長屋といっても様々な年代及び形態
が見られ、町家や蔵、四季を彩る緑などとの重なりがまち全体に時
間の厚みを感じさせる。まちなみのエスプリを継承しながら、未来
に引き継ぐことが求められている。

MAP２ C－2

MAP２ C－1

MAP１ C－１

MAP２ C－2

MAP１ C－１

MAP２ C－2

MAP２ C－1

MAP２ D－1

MAP２ B－1

木下家住宅
住吉区上住吉１丁目
虫籠窓は角材に荒縄を巻いて土で塗り
込んだもの。虫籠窓にはさまざまな説
があり、防火目的と心理的な効果が狙
いといわれている。二階造りの表を美
しくみせるために生み出されたとも言
われている。

MAP２ C－2
長屋ギャラリーふう
住吉区万代６丁目 　　　　　　　
築 80 年の長屋を改造してオープン
したギャラリーに入ると、石の通路
や柿渋色で塗られた床など懐かしい
雰囲気に包まれる。

MAP２ C－2

MAP２ C－2

MAP２ B－1

MAP２ C－2

MAP２ C－2

池田家住宅
［住乃江味噌池田屋本舗］

（登録有形文化財）
住吉区住吉１丁目

住吉大社の東門から延びる住吉
街道（磯歯津路）と熊野街道の交
差点に建ち、名物「住乃江味噌」
の名で広く知られている。明治
25 年（1892）頃の建設と伝えら
れ、背の低い２階部分「つし二階」
に立派な虫籠窓をもち、重厚な
外観は町家の特徴をよく表して
いる。昔から変わらない歴史的景
観の核として貴重である。

MAP２ C－2



帝塚山三丁目

神
ノ
木

帝塚山四丁目

帝塚山

上町線

南海高野線

万代池

東粉浜
阪堺線
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蔵と洋館　市川家住宅
住吉区帝塚山西４丁目
和洋折衷を取り入れた造り。蔵は築
100 年。漆喰の壁と高床の音の響きが
最適なことからフラメンコスタジオに
再生使用されている。

帝塚山古墳
住吉区帝塚山西 2 丁目
大阪市内に残る古墳のうち、唯一前方後円墳の原型
をとどめており、４世紀末から５世紀初めの築営と
推定される。被葬者は不明だが「大伴金村」「鷲住王」

「浦島太郎」とする伝承がある。市内では珍しくなっ
たカンサイタンポポの植生がみられる。

帝塚山学院
住吉区帝塚山中３丁目
帝塚山の住宅地発展のため、小学校
の新設が不可欠と考えられ、帝塚山
学院の設立を文部省に申請。大正６
年、庄野貞一氏を初代校長に迎え「帝
塚山学院小学部」が開校された。
帝塚山学院は、幼稚園、小学校、高
等女学校（現中学校・高等学校）、
短大、大学がある総合学園として発
展した。

高谷家住宅（登録有形文化財）
住吉区帝塚山中 3 丁目
大正末期の建築で当時珍しい鉄骨モル
タル造りの住宅。コテージスタイルの
住宅で切妻屋根のてっぺんには風見
鶏、二つの屋根窓と煙突が童話のよう
な雰囲気を見せる。

大阪女子大学跡
住吉区帝塚山東 2 丁目
大阪女子専門学校（府立大阪女
子大学の前身）として大正 13
年に開校した全国第２番目の公
立女子専門学校。昭和 51 年に
堺に移転し、平成 17 年には大
阪府立大学と統合された。跡地
には、「発祥の地碑」が建立され、
裏面には「われら学びし学舎
52 年」と記されている。

屋敷町散策

万代池公園
住吉区万代３丁目
聖徳太子が曼陀羅経をあげてこの池に住む魔物
をしずめたことから「まんだら」がなまって万
代池になったという伝承がある。昭和 15 年 6 月
に万代池公園として開園。春には桜・藤・カキ
ツバタが見ごろ。

　かつては、将棋の名人戦も行われて

いた料亭「鉢の木」、元大阪府知事・

大谷学園第二代理事長だった左藤義詮

邸（現大谷学園帝塚山学舎）、元摂津

酒造社長阿部喜兵衛邸などがあった。

現在は、安藤忠雄氏設計の大西邸、大

正末期建築の高谷邸、市川邸など多く

の著名な建物がある。

　このあたりは邸宅からマンションへ

と様変わりしているが、「風致地区」

であるので高層住宅がなく空が広が

り、あべのハルカスも眺められる。　

　ＮＨＫ連続テレビ小説「マッサン」

のマッサンとリタ（ドラマではエリー）

もスコットランドから帰国後山崎へ転

居するまでの４年あまりを帝塚山で過

ごしており、私たちと同じ景色を見、

同じ道を歩いたことだろう。

明治初期まではのどかな農村だった帝塚山。
明治なかばになると阪堺鉄道など交通機関が発達する。
大正時代の初めに帝塚山丘陵地帯が宅地造成され、船場
商人の別邸地として開けていった。
やがて「職住分離」が進み「高級住宅街」として近代的
な市街地として発展する。

日本基督教団
大阪住吉教会

（登録有形文化財）
住吉区東粉浜２丁目

大正７年建築（昭和
６年改築）。白塗りの
外観が印象的な大正時代の洋風建築の風潮
をうかがうことのできる建築物。集会室は
寄棟造りで平入り、礼拝堂・牧師館は切妻
造りである。礼拝堂のアーチ曲面のシンプ
ルな講壇が特に印象的である。

上町台地を下ると東粉浜

土佐陣屋跡
東粉浜小学校を含めた紀州街
道沿いの約１万坪が「土佐陣
屋跡」。大阪湾岸防備のため土
佐藩に陣屋を構築させた。「陣
屋跡」は昭和初期までは茶畑
と競馬場であった。

アーチ曲面の講壇

POINT
住吉区帝塚山東１丁目
天井が高く、壁厚で外からの音
も気にならない。蔵が改造され
て喫茶店になり、町の休息の場
として人気がある。

住吉区帝塚山中４丁目
築・約 100 年の蔵を修復。漆喰
の白壁の厚さは 40cm もある。
藏とマンションの融合で、平成
14 年に「大阪都市景観建築賞奨
励賞」を受賞。

CLASSIC - WILL

100 年の歴史を刻む
レトロモダンの町

～ 帝塚山界隈 ～

粉浜万葉歌碑がある南海本線
粉浜駅からは今も活気のある
粉浜商店街（粉浜駅～住吉大
社駅間）へ入る。

阪堺線
東粉浜

帝塚山
学院

帝塚山
古墳市川家 屋敷町散策高谷家 万代池 高野線

帝塚山

２分

CLASSIC
- WILL

３分 ３分５分 ３分２分
熊野街道

おすすめルートで１時間

MAP２ B－2

MAP２
B－2

MAP２ B－3

MAP２ B－1

MAP２ A－2

MAP２ B－2

MAP２ B－2

MAP２ B－1

MAP２
A－3

MAP２
A－3

大阪市が都市景観資源発掘のため募集した住吉
区の「わがまち自慢の景観」。平成 24 年、帝塚
山スタジオ（市川家住宅）が都市景観資源に登
録された。
平成 30 年度には、大阪市地域魅力創出建築物
修景事業のモデル修景のひとつに選ばれた。

帝塚山コース

「蔵マップ」2011年３月作成
2016年10月時点で●印の蔵が
消失している。また、阪堺電軌
上町線「住吉交差」から「住吉
公園駅」の軌道も廃止された。
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環濠跡（草津地蔵尊）

八
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前）
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方
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寺
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じょう

地
じ

蔵
ぞう

  住吉区遠里小野６丁目

極
ごく

楽
らく

寺
じ

住吉区遠里小野５丁目

あびなんミュージアム

大
おお

依
よさ

羅
み

神
じん

社
じゃ

苅
かり

田
た

の大
おお

楠
くす

（元草
く さ つ お お と し じ ん じ ゃ

津大歳神社の御
ご

神
しん

木
ぼく

）
的
まと

場
ば

山
さん

西
さい

光
こう

寺
じ

ナウマンゾウ
がいた

あびこ・苅田

10 万年前にはナウマンゾウが棲息し、

弥生時代にはムラが形成され人が住んで

いたあびこ。３世紀ころには豪族依
よさみ

羅氏

が屯
みやけ

倉（天皇家の直轄地）を管理し、平

和な農耕地であった。戦後のあびこ筋の

整備、昭和 35 年の地下鉄御堂筋線「あ

びこ」の開業により一気に市街化がすす

み、多くのため池や農地がなくなり変貌

した。そんななかで苅田、我孫子、庭井、

杉本、山之内、浅香の旧村には、当時を

しのばせる神社仏閣や史跡が残ってい

る。まち歩きで体感してみよう。　

浄土真宗大谷派、本尊は阿弥陀仏。正安年間（1299
－ 1301）に的場才門太郎が真宗に帰依し本寺を
草創。浄土真宗の寺としては、鐘楼と太鼓楼の二
つを有する数少ない寺。江戸中期から明治５年の
学制発布まで苅田村の寺小屋として「読み・書き・
珠算」や農業に関することを教えていた。依羅小
学校の前身。

依網池跡碑

苅田の鎮守様である草津大歳神社
は、式内社だったが明治時代に大
依羅神社に合祀された。ご神木の
大楠は、保存樹に指定され残って
いる。「道に迷った時は、大楠を
目印にすると苅田に無事に帰るこ
とができる」といわれていた。

当地の豪族依網吾彦氏の祖神、建
たけ

豊
とよ

波
は

豆
づ

羅
ら

和
わ

気
け

王、
住吉三神を祭神としている。式内社で、古くは朝
廷から住吉大社に次ぐ扱いを受けており、直轄の
耕作地「屯倉」が置かれていた。
神社の前には６～７世紀に作られた灌漑用の池が
あった。『日本書紀』の「冬十月、依網池を造る」
や『古事記』などにも依網池と記されており、古
絵図からは、我孫子・苅田・庭井から堺市常盤町
に広がり 30 ～ 60 ヘクタールと推測される。水
深は２ｍ以下と浅かったようだ。昭和５年建立の
依網池跡碑がある。

平成３年、山之内遺跡で 10
万年前のナウマン象、ヤベオ
オツノジカの足跡を発見、こ
れを地層から取り、我孫子南
中学校に展示した。ナウマン
象がいた時代の大阪の地形や
環境、弥生時代の土器・石器、
中世の鋳物師の道具など、地
域の歴史を物語る多くの出土
品が展示されている。

通称あびこ観音は観音宗の総本山で、今から
1420 余年前（西暦 546 年）に創建された日本最
古の観音霊場で、ご本尊の聖観世音菩薩は、身の
丈一寸八分（約 5.5cm）の仏様です。とくに厄
除け、厄払いで有名です。２月の「節分厄除大法
会」では厄除開運 ･ 諸願成就等の祈願で多くの信
者が参道境内を埋めつくします。

元地下鉄・我
あ

孫
び

子
こ

検
けん

車
しゃ

場
じょう

住吉区浅香１丁目　浅香中央公園付近

地下鉄の我孫子検車場として昭和 35 年に
約 10 万㎡の広さでつくられたが、中百舌
鳥への移転に伴い廃止された。当時の面影
を残す車輪や最終出庫車の車両番号板と検
車している姿のモニュメントがある。

明治 13 年、五代友厚ら財界有力者によって大阪
商業講習所として設立。１号館は昭和初期の近
代的建築物で鉄筋コンクリート造り地上３階、
地下１階。東西に長く伸びた翼部、背面に講堂、
正面の高くそびえた塔は、当時としては新たな
造形志向の建物。平成 28 年３月、五代友厚像が
建立された。

住吉区我孫子４丁目

吾
あ

彦
びこ

山
さん

大
だい

聖
しょう

観
かん

音
のん

寺
じ

（あびこ観
かん

音
のん

）

大阪市住吉区浅香１丁目　我孫子南中学校内

祭 神 は 蒼
う か の み た ま の み こ と

稲 魂 大 神、 埴
は に や す ひ め の み こ と

山 姫 大 神、
野
のづちのみこと

椎大神。鳥居に「文政 11 年亥年２月」
（1829 年）、石燈には「庚子年２月吉日」
（1841 年）と刻まれていることから大
和川付替え（1704 年）後に建立された
と思われる。
豊作祈願や雨乞いなどの農耕祭事が行わ
れ、現在も農事関係者に受け継がれてい
る。大正 14 年４月大阪市編入の遠里小
野編入記念碑が建立されている。裏面に
は当地の歴史が刻まれている。

明治元年に堤防が決壊し甚大な災害が発生
した時、墓石や五輪塔を川に投げ込んだと
いう。そのことを心に留めていた地元の人
たちが、昭和 29 年の河川改修の際に川に
埋没する墓石を集めて祠を建てお祀りして
いる。

住吉区遠里小野５丁目
安永７年（1778）の「遠里小野村
大絵図」（堺市立図書館蔵）、摂津国
一之宮住吉神社境内領地絵図面（住
吉大社蔵）から遠里小野村は環濠集
落であったことがわかる。南北 280
ｍ、東西 320 ｍほど土塁で囲まれ、
中央を熊野街道が通り、村の出入り
口６ヵ所は門で守られ、そこには地
蔵尊が祀られていた。

浄土真宗本願寺派の寺院。文禄
２年（1539）に堺で創建され、
のちに、ここに移築された。明
治の歌人与謝野鉄幹（寛）が実家
の没後、明治 16 年 から数年間、
小僧として修行していた。

永禄２年（1559）創建の浄土宗知恩
院の末寺。後醍醐天皇の側室が天皇
の菩提を弔うため西琳寺を開基した
と伝えられる。西琳寺は廃寺となり、
その後に西方寺が建立された。西琳
寺当時の観音堂には十一面観音菩薩
立像（17 ページ参照）が安置されて
いる。墓地には住吉大社の神職津守
氏をはじめ神職の墓も多い。

榎
え な つ で ら

津寺の極楽院が前身とされている
が、創建は不明。本尊の木造毘沙門
天立像（大阪市指定有形文化財）は、
信貴山の毘沙門天と同じ材といわれ
ている。
楠木正成の両親が、子宝祈願し正成
が誕生した。御礼に正成が寄進した
とされる石灯籠、お手植えといわれ
る楠もある。

この道標は、現在の位置
より５ｍ南の阿倍野街道

（熊野街道）と八尾街道の
分岐点になっている辻に
建てられていた。遠里小
野～長居～鷹合～平野～
八尾～老原間の東西道は
八尾街道とよばれている。

付替え前の大和川と依網池の推定図　出所古代大阪の地理図（日下雅義作図）

地名の由来
難読の地名である。『万葉集』に「住

すみのえ

吉の

遠里小野の真
まはり

榛もち摺れる衣の盛り過ぎゆ

く」とあり、「とをさとおの」と詠まれて

いた。「太平記」では「瓜
う り う の

生野の合戦」と、

明治の地籍図には「瓜
うりの

野」と記されている。

それらが訛り「おりおの」と呼ばれるよう

になったといわれ、瓜の産地であったこと

にも由来しているといわれている。

油の歴史
211年に住吉大社が御鎮座されたときか

ら榛
はしばみ

の実の油を絞り灯明油として献納

していた。これがわが国の搾油の始ま

りとされている。室町期には荏胡麻油

の製油、販売をしていた。江戸時代初

期に、わが国で始めて油分の多い菜種

からの搾油に着手し「しめ木」という

搾油道具を発明し菜種栽培、搾油の中

心地となり村は繁栄したが、江戸後期

に全国で菜種の栽培と搾油が広がると

遠里小野の油産業は衰退していった。

古き大和川は河内平野を北上し、浅く洪水の危険がつきまとって
いた。村民たちは、川筋の付替えを河内郡今米村（現東大阪市）
の庄屋中甚兵衛などを通して幕府に 50 年もの間、請願し続けて
いた。遠里小野村をはじめ付替え後に川筋となる村々は反対した
が、元禄 14 年（1701）に河内が大洪水にみまわれたため、
1704 年２月着工、10 月に大和川は付替えられた。そのため遠
里小野村は現在の大阪市と堺市に分断された。付近は「浅香の千
両曲がり」といわれ、付替え工事の難所でもあった。
また、付け替えで依網池も切断された。池床は埋められ農地とな
り著しく縮小し、昭和 34 年開校の阪南高校の運動場として埋め
られ、昭和 54 年には完全になくなった。

古き歴史の残る遠
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　住吉区杉本３丁目

住吉区庭井２丁目

大
や ま と が わ

和川付替え～遠
お

里
り

小
お

野
の

と依
よ さ み い け

網池

奥に見えるのが「刈田の大楠」

環濠の村だった旧
苅田村の西の入口
にかかっていた苅
田橋の親柱。

住吉区苅田６丁目

住吉区苅田６丁目

住吉区遠里小野５丁目

住吉区遠里小野５丁目

住吉区
遠里小野５丁目

住吉区遠里小野６丁目

草津
地蔵尊安養寺 安楽寺 極楽寺

雲上
地蔵農神社西方寺

３分
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前
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前
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（鞍馬寺蔵）
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住吉区苅田６丁目
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住吉大社周辺
古い町が広がり、
店々は独特の上品さが感じられる

すみ博 ぐるめ情報

粉浜商店街

住吉大社のお膝元にある
　　　　　　商店街です

　粉浜商店街は『住吉大社』のお膝元、

大阪・住之江区にあり約 150 店舗が軒

を連ねる商店街です。歴史は古く明治

時代に端を発し、地元の皆様の暮らし

を支え、愛されてきました。

　下町情緒を感じられる飲食店や生活

用品店などもありながら、お客様が遠

方からわざわざお越しになる〝名店〟

も多数あるのが特徴。

　ぶらり街歩きだけでなく、ホンマも

んを探しにぜひお越しください！
※現在コロナウィルス対策のため、
イベントは休止しております。

http://www.kohama-shoutengai.com/

住
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ろうそく石
住吉区上住吉２丁目

MAP２
C－2

※営業時間等は変更になる場合があります。詳しくは各店舗にご確認ください。

愉庵 福
ふ く

源
げ ん

［和食惣菜］

創業約 60 年の老舗割烹店が、もっと気軽に和食を
楽しんでほしいと始めた惣菜店。国産の活鰻を使っ
た鰻料理や、1品 270 円で味わえる“おばんざい”
は、年配の方が多いこのエリアにあって安心して
美味しく食べられると重宝されるお店のひとつだ。
初辰さんの日には遠方から、ここのうな重を目当
てに、なんて人もいるほど。

上うなぎ重 1,620 円。程
よい肉厚でふっくらとし
た食感は国産の活鰻なら
では。1,080 円のうなぎ
弁当から特上まで、鰻は
全て国産。

大阪市住吉区長峡町 3-14　ショップ南海住吉
TEL : 06-6671-6752
10:00 〜 19:00　木曜休

本格和食を手軽に！
　地元主婦の強い味方

MAP２ C－1

MAP２ D－2

川 勝 ［鰻料理］

先代が東京から大阪へ移り住んだため、鰻は背開
きして一度蒸してから焼き上げる「江戸焼き」ス
タイルの鰻店。ふっくら柔らかい鰻の身に、秘伝
のタレがしっかりと絡み、アツアツのご飯と頬張
れば、至福の瞬間が訪れる。

大阪市住吉区住吉 2-4-14
TEL : 06-6673-7572
11:00～18:00　土曜休

適度に脂を落としてあっさり
香ばしい鰻の旨みが堪能でき
るうな重は、上から特上まで。
写真は特上。柚子を効かせた
茶蕎麦入りの肝吸いと一緒に
味わえる。

旧い町に溶け込んだ、
　江戸焼きの鰻を堪能

MAP２ C－1

MAP２ C－1

MAP２ C－1

MAP２ C－1

MAP２
B－１

やろく［洋食・玉子コロッケ］

生パン粉を使った衣
がサクサク。中はト
ロリとしたホワイト
ソースをベースに、
具材の味が混然一体
となった名作。テイ
クアウトは南海高架
下の支店でどうぞ。

創業は1935年の洋食店。正式名称が「コルクドゥー
フ」という玉子コロッケが名物。ゆで卵、海老、ハム、
タマネギが詰まったクリーミーな逸品。やろく盛
り合わせ（ビフカツ、サラダ、ライス付き）1,836 円。
駅近くの高架下には、テイクアウト専門店もあり。

大阪市住吉区
東粉浜 3-30-16
TEL : 06-6671-5080
11:30～14:00
16:30～19:30
水曜休

老舗洋食店の名物は、
　優しい味のコロッケ

MAP２
C－1

落ち着いた個室のお座敷で、お宮参りなど慶弔の
会食から会議、宴会と幅広く使える京会席料理店。
四季折々の食材で予算に合わせたプランを考えて
もらえるので、お気軽に相談を。幕の内や弁当の
配達もしているので会食には最適。

大阪市住之江区粉浜 3-10-18
フリーダイヤル : 0120-77-9130　電話にて問い合わせを
日曜・祝日　要予約　不定休

住吉大社「初辰まいり」の当
日は、店頭で［はったつ弁当］
の販売をしている。
平日の「日替わり定食」、年
末の「おせち料理」も人気だ。

四季折々の食材を使った
　　京懐石を味わう

一平［会席料理・仕出し］ MAP２ C－1

住乃江味噌 池田屋本舗［味噌］

住吉大社の東参道と熊野街道の交差点。住吉高灯
籠を配した蔵造りの建物自体が国の有形文化財と
いう老舗。名物の住乃江味噌（100ｇ617円税込）は、
昔ながらの手作りで、元味噌と砂糖、黄ゴマの組
合せが絶妙の舐味噌。白いご飯との相性が抜群。

創業は 400 年以上さかの
ぼる。約 130 年前から住
乃江味噌造りが始まった
という。2018 年 12 月に
20 代目に引き継がれ、よ
り暮らしに寄り添う店に。
地元のみならず、全国の
ファンに愛される住吉オ
ンリーワンの味わい。

大阪市住吉区住吉 1-9-22　TEL : 06-6671-4845
11:00 ～ 17:00　水曜休・日曜不定休

130 年もの間変わらない
おかず味噌

MAP２
C－2

栄来軒［中華料理］

カニ焼き飯1500円（税込）、
昔ながらの醤油ラーメン
500 円（税込）、食後のデ
ザートにくろみつ杏仁豆腐
350 円（税込）がオススメ。
他、通いたくなるメニュー
が充実。

地元の人が通う昔ながらの中華料理店。昭和 30 年
の創業。三代目主人の考案したカニ焼き飯が人気。
ズワイガニの蒸し身をたっぷり使った本格派。あっ
さりした味付けの中にカニの風味が立ち昇る。昔
ながらの醤油ラーメンも懐かしい味わい。

大阪市住吉区東粉浜 3-29-5
TEL : 06-6678-8807
11:30～14:00
17:00～21:00
火曜休・第３月曜又は水曜休

カニの風味が溢れかえる一皿
MAP２ C－1

ご来店で 2,000 円以上（税別）お買い上げのうえ「すみ博見たよ！」
と言って頂くと“焼バラ海苔10ｇ”をプレゼント〈2023年３月末迄〉
お茶漬けやお吸い物にかけると海苔の風味が抜群！

MAP２
B－１

海苔は九州有明海産の一番摘みを使用し、北海道
の真昆布、大分県産乾し椎茸、瀬戸内産干し海老
から出汁をとり、醤油とあわせ、じっくりと煮込
んだタレで味付しており、パリッパリとした食感
と口の中でとろける海苔の旨みが自慢。

大阪市住吉区千躰 2-7-12
TEL : 0120-052-636
9:00 ～ 17:00　土日祝休

厚目の初摘み海苔にたっ
ぷりと味付した「風景画
シリーズ」はリピーター
も多い。手土産や贈答に。
海苔格付最高ランク「推」
等級使用「有明海産初摘
み焼海苔」は、食感、香
り、旨みの三拍子が揃い
海苔本来の味わいが楽し
める。

パリッととろける有明産初摘み海苔
海苔の富三［海苔］

いかにも大阪らしいお好み焼きが味わえるお店。細
かく刻んだキャベツがたっぷり入った生地は、ふん
わりやわらかく焼き上げられる。仕上げに塗った甘
辛いソース、マヨネーズ、ケチャップ、芥子を混ぜ
ながら食べれば、生地との一体感がより美味しい。

大阪市住吉区東粉浜 3-28-15
TEL : 06-6671-1127
11:00～14:00
16:30～20:00
水曜休

白樺［お好み焼き］

おすすめ定番の豚玉。大豆を
使った餡で白玉をくるむよう
にしたもう一つの名物、くる
み餅は、さっぱりとした美味
しさ。お好み焼きと同時にオー
ダーを。

ふんわり生地の、これぞ豚玉

今や住吉銘菓となったどら焼きがこちらのルーツ的
アイテム。大粒でしっかりとした歯触りの小豆と、
存在感たっぷりの栗が入っている。しっとりとした
皮の風味は、蜂蜜が効かせてあり、餡とのバランス
も絶妙。手みやげにも最適な定番。

大阪市住吉区
　東粉浜 3-28-12
TEL : 06-6671-4517
9:00～18:00　不定休

どら焼きは贈答用に箱入り
も用意されている。住吉さん
の縁起にちなんだお菓子も
多数。

栗入り餡の、しっとり銘菓
喜久寿［和菓子］

明治元年の創業と、界隈でも最も古くからの和菓
子店。元禄年間の頃、住吉大社界隈では、サツマ
イモが作られており、蒸したサツマイモが露店で
売られていたという。その焼き芋をかたどり、今
でも竹串で丁寧に焼き上げたのが「さつま焼き」。

1 本 183 円（税込）。厳選した
十勝小豆で作った上質なこ
しあんを、秘伝の皮で包み、
竹串に刺した後、卵黄を塗っ
てから焼き上げてある。淡
泊ながらも上品な甘さが広
がる。
大阪市住吉区
　東粉浜 3-12-14
TEL : 06-6671-4428
9:00～18:30　火曜休

サツマイモの形と、ほどよい甘さ
末廣堂［和菓子］

有名ホテルで十数年腕を磨いた後、
人気中国料理店（湖陽樹）の料理長に就任。
ホテル仕込みの本格中華をより気軽に楽しんで
頂きたい想いから、2021 年２月にオープン。
デリバリー＆テイクアウトメニューも充実。
2022 年８月より西田辺駅前に２号店オープン。

大阪市住吉区東粉浜 3-16-1� TEL : 06-6676-3666
11:30 ～ 14:30（Lo14:00）　17:00 ～ 22:00（Lo21:00）
デリバリー 17:00 ～ 21:00 （電話受付 10:00 ～ 20:00）
水曜休

関西 TV「よ～いドン !」
〝本日のオススメ３〟で
紹介された点心ランチ
1500 円（税込）。

　※季節毎に内容が
　　変わります。

中国料理イシダ［中国料理］

広い空間でホテルの味を
　リーズナブルに楽しめる！
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　住吉村常盤会は、旧大阪府東成
郡住吉村を中心とした地域の教育
環境、福祉の充実、伝統文化の維
持、文化財の保全に寄与すること
を目的に活動しています。対象は
旧住吉村に限定していましたが、
2013 年度から広範囲にその活動
の輪を広げています。
　住吉村常盤会が住吉区内に保有
している帝塚山古墳は、貴重な文
化財として保全と管理を行い、万
代池公園と大領公園は、大阪市に
無償貸与し「建設局」が維持管理
を行っています。

万代池公園

住吉村常盤会

　小説家「藤澤桓夫」は創作活動のほとんどの期間を住吉で過ご

し、昭和を通して、在阪の流行作家であり「大阪文壇の長老」と

も呼ばれました。

　藤澤桓夫邸「西華山房」は、熊野街道から住吉大社の東鳥居に

抜ける角地に位置し、小出楢重画伯の長男小出泰弘が設計した特

徴ある建物でした。多くの作家文化人たちが好んでこの地を訪れ、

秋田実や長沖一、小野十三郎や庄野英二など親友の各氏をはじめ、

司馬遼太郎や田辺聖子など大阪ゆかりの文学を育てた土地でもあ

ります。没後 25 年、生誕 110 年を記念して、「藤澤桓夫」の初め

ての顕彰碑が、この住吉の地に完成することは意義深いことです。
� （藤澤桓夫邸「西華山房」跡顕彰碑完成記念イベント・チラシより抜粋）

藤澤桓夫邸「西華山房」跡 顕彰碑

2015 年 3 月完成

当時の西華山房全景

顕彰碑

道標スケッチ

当時の門があった、熊野街道に面す
る三叉路角部に邸跡を記す道標を設
けるとともに、敷地西側に曳家され
た書斎部に近接して顕彰板や自作陶
板による碑が設置されている。

MAP２ C－2
住吉区上住吉２丁目

※営業時間等は変更になる場合があります。詳しくは各店舗にご確認ください。

おこしの未来を切り開く実力店
粟
あ わ

玄
げ ん

［和菓子］

大阪名物のおこし。数百年の歴史を誇る老舗もあ
るが、こちらは昭和 24 年創業。岩おこしは、驚く
ほど固い。が、固いおこしのファンの為に作り続け
るというもの。写真の「和洋」はアーモンドを使っ
た洋風の新派。その発想力が、おこしの未来を作っ
ている。

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 1-2-3　
TEL : 06-6671-0246
10:00～17:00　土日祝休
電話取置き可（翌営業日午後分）

生乳を使ってアーモンドなどを
固めた香ばしい和洋。
このほか、粟おこしにきな粉を
まぶした「金の森」も斬新なア
イデアで生まれた。

MAP２ C－3

ビストロ・エピス［フランス料理］

気軽なビストロが、 
　本格フレンチに

ホテルやフランスで修業し、ソムリエの資格も持
つシェフによるビストロ。リラックスした雰囲気
で本格的なフランス料理が楽しめる。
人気の鴨、仔羊、旬の魚料理など、どれもボリュー
ムがありしっかりとした味付けでワインも進む。

大阪市住吉区帝塚山東 1-3-36
TEL : 06-6675-0211

骨付き仔羊のペルシャー
ド仕立て。
ランチコース 2750 円（平
日限定）～、ランチ・ディ
ナーコース 4400、6600、
11000 円（税込）～。
テイクアウト（要予約）のオー
ドブル盛り合わせ１人前
3996 円（税込）、２人前から。

MAP２ A－3

菓匠館 福
ふく

壽
じゅ

堂
どう

秀
ひで

信
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 帝塚山本店［和菓子］

老舗の数ある名品の中でも、帝塚山本店限定の
「帝塚山」がお薦め。
独自の配合で作られた粘りのあるもちもちとし
た口あたりの生地と上品な甘さの粒餡がクセに
なる美味しさです。

しっとりコクのある
　小豆の旨みに感動

「帝塚山」１個 195 円
（税込）帝塚山本店限
定販売のため、おみや
げやおつかいものに最
適。５個入1080 円（税
込）10 個入 2160 円

（税込）もある。

大阪市住吉区帝塚山東 1-4-12
TEL : 06-6671-5840
9:00～19:00（日祝～18:00）無休（但し 1／1 休）

MAP２ A－3

MAP２
A－3

きなこ、抹茶、ココア
味の「いしいし」は若
い女性に人気。詰め合
わせには「香味煎菓」
や「穂の香」がおすすめ。

粟
あ わ

新
し ん

［和菓子］

大阪市住吉区　上住吉 1-11-11
TEL : 06-6671-4770
10:00～18:00　水曜休

明治 25 年創業のお店は西区から空襲を受けて住吉
へ。「きちんとしたおこしを作りたい」と素材にこ
だわり、長年住吉大社に納め続ける“ほんまもん”
の味だ。香ばしいお米の味と香りを大切にしたお
こし「穂の香」は絶品。

素材にこだわる“ほんまもん”
MAP２ C－2

ポアール 帝塚山本店［洋菓子］

姫松交差点の角に建つ有名洋菓子店。客足が絶えな
いその様子自体が、ランドマーク的存在でもある。
1969年創業、大阪を中心に新大阪駅構内キヨスクを
入れて７店舗（バーチャルショップ含）を展開。多々あ
る商品の中でも一口サイズのプチシューが人気。上品
な甘さのクリームが、幅広い層への手土産に最適。

プチシュー 10 個入り
972 円（税込）。
マダガスカル直輸入の
高級バニラビーンズを
使用。なめらかな口ど
けの良さが人気。

大阪市阿倍野区帝塚山 1-6-16	 TEL : 06-6623-1101
月曜～日曜　9:00 ～ 21:00	 無休（但し 1 ／ 1 休）
　※喫茶営業は 20:00 迄　ラストオーダー終了 30 分前

人気洋菓子店の本店で
　　　手土産を

帝塚山 ･ 上住吉

グルメな住人が

美味しいお店を育てた

すみ博 ぐるめ情報

MAP２ A－3
帝塚山めん処 いし井［うどん・そば］

うどんは約 30 種類。
平日は、手頃なランチメ
ニュー（900 円税込～）
夜は、手作り惣菜で一杯
やるのもオススメ。
近隣に限り配達可。

コシのあるうどんと、
　　　　　　　評判のかやくご飯

タレントのラサール石井さんのお兄さんの店。むっ
ちりコシのあるうどんと関西風のあっさりした出
し汁が自慢。
「うなとろうどん」は、夏は冷やし、冬は温で。
うなぎと山かけでスタミナがつく。

大阪市住吉区帝塚山東 1-12-10　TEL : 06-6675-9608
11:30～14:30　17:00～20:30　水曜休

MAP２
B－2

紅茶各種	 600 円～
フード	 450 円～
ティーフリー
	 1100 円
＊ティーフリーは
20 種類前後の紅茶
を少しずつ楽しみた
い方にお薦めの飲み
放題メニュー。

12:00〜14:30（Lo13:30）
17:30〜22:30（Lo21:00）
火曜の夜、水曜休

お気に入りのカップで
　　本格紅茶が楽しめる
レンタルフォトスペースとしても利用できる町屋
のティーサロン。
レトロな雰囲気の中ジャズをＢＧＭにフレーバー
ティーの香りでリラックスしていただけます。特
製フレンチトーストもお薦め。お気に入りの紅茶
を見つけて自分の時間を楽しみませんか。おひと
りさまでもどうぞ。

Bar&Rental Photo Studio No.3［カフェバー］

大阪市住吉区
　帝塚山西 4-4-41　
TEL : 06-6606-8373
12:00 ～ 18:00

（Lo17:30）土曜休

MAP２
B－2

アッフェル帝塚山［パン］

塩バターパン160円、クリー
ムパン 200 円、トリュフ塩
パン 210 円、カヌレ 200 円。
サンドイッチやお総菜パン
も多数。（価格はすべて税込）

地元 帝塚山で創業 29 年
地域で愛される美味しいパン屋さん

大阪市住吉区帝塚山中 3-8-20　TEL : 06-6674-3392
［火～土］7:00 ～ 19:00　［日］7:00 ～ 17:00
ご予約・取り置き可

人気の手作りクリームパンやバターたっぷり岩塩を
使った塩バターパン、トリュフをたっぷり使ったト
リュフ塩パン。今人気のカヌレも店内で手作している。
毎月、新商品がでるのでインスタグラムでチェックを。

Instagram Twitter



我孫子･長居 地元民に愛され育てられた味わいは
庶民的なのにハイレベル
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愛称は「ちん電」。地元の人から観光客まで、
長年にわたり親しまれている阪堺電車。
住吉大社の目の前を通っているのは阪堺線。
恵美須町から紀州街道に沿い、堺市の浜寺
駅前までの14.1km。2022年春、全通から
110周年を迎えました。
住吉から天王寺駅前までの4.4mを走ってい
るのは上町線。その源流は 1900 年開業の
馬車鉄道。120年を越える歴史を誇ります

ちん電は みんなの街の たからもの

製作協力：NPO 法人 RACDA 大阪・堺
写真撮影：工藤寛之

モ３５１形は60周年
モ３５１号車は昭和37年の製造。
今年で還暦となりました。個性的
な電車の多いちん電の中では目立
たない存在ですが、これからも実
用車として活躍が期待されます。

ウイズコロナ 3 年目の住吉祭。提灯が静かな街を照らしていました。
イラストは、故はたなかひろし先生

昭和の青焼き図面

クラウドファンディングの成功で話題を集めた１６１号車を
はじめ、同形車４両が健在です。運転告知日の沿線は撮影者
の姿で大賑わいでした。夏には車庫での夜景撮影会が開催さ
れ、94歳の電車が放つオーラが参加者を魅了しました。

健在！モ１６１形

天王寺駅前・新今宮駅前・我孫子道
・浜寺駅前の各乗車券発売所
と電車内で発売中
阪堺電車全線、一日乗り放題
大人600円・小児300円

全線 1 日フリー乗車券
てくてくきっぷ

街とみなさまに、平穏な日々が
戻ってきますように。
小さな電車がこれからも、元気
で走り続けられますように。
心よりお祈り申し上げます。

NPO 法人 RACDA 大阪・堺
阪堺線堺市内区間の廃止危機に際し、2010 年２月、阪堺線存続検討
ワーキンググループとして提言書を発表。以降、阪堺電車（阪堺線・
上町線）を中心とした交通および沿線の活性化を主題とし、沿線清掃、
フォーラム開催、貸切電車の企画、地域市民組織との連携、全国交
通研究団体との交流などの活動を行っている。2011 年より現名称、
同年夏にNPO法人化。
� 事務局：大阪府堺市堺区　代表者：福井隆一郎

電車を使ったイベントも少しずつ復活しています。
この日は車庫に留置の１６１形車内でビール飲み放題！
少人数での実施だった事もあり、夕方のコースは直ちに
完売。お代わりの配達にスタッフの方々は大

おお

童
わらわ

でした。

すみ博 ぐるめ情報

MAP１ B－2

MAP１ C－2

MAP１ C－3

MAP１ C－2

ケーキ工房 フローレンス�［洋菓子店］

1977 年の創業以来、地域に根ざ
した商品開発とリーズナブルな値
段で地元民の圧倒的支持を得る洋
菓子店。「観音ゴマさぶれ」をは
じめ、旬の素材を使用した生菓子
が常時 30種以上揃う。
あびこ本店ではカフェスペースも
あり、気軽に楽しめると好評。

大阪市住吉区苅田 7-9-19　TEL : 06-6696-3580
9:00～20:00　不定休

商店街の話題をさらうご当地スイーツが人気

観音ゴマさぶれ 60 円＋税、健康さぶれ 120 円＋税、
ちん電ゴマさぶれ 161 円（税込）。

Ｃｏｆｆｅｅ  Ｓｈｏｐ あしがる［喫茶店］

コーヒーはサイフォンごと客のもとへサーブされ、
通常の 1.5 杯ぶんくらいの量。
店内では水素吸入ができる。
また、水素水のテイクアウトもしている。

心身ともに効くサイフォンコーヒー
喫茶店の名物は注文が通ってから丁
寧につくる１杯立てのサイフォン
コーヒー。今では貴重となった淹れ
方のみならず、抗酸化作用があると
される水素水を使用することにもマ
スターはこだわっている。
健康のことも配慮した、地元人に愛
される憩いの１杯である。

大阪市住吉区長居 3 丁目 9-12　ノバカネイチ長居公園 1F
TEL : 06-6693-6080　6:00～17:00　隔週木曜・金曜休

長﨑堂 住吉店［菓子店］楽食屋 新
し ん

［創作和食］

サーフィンが何よりの趣味だとい
う男前若大将、蔵本さんが切り盛
りする店。旬の食材を用い、仕上
げも華やかな料理を信楽焼の器に
盛って提供する。
「和」の素晴らしさをカジュアルに
目と舌で楽しませてくれるスタイ
ルが、界隈のマダムを中心に絶大
な支持を獲得している。

大阪市住吉区我孫子東 2-4-27 ロイヤルハイツあびこ 1 階
TEL : 06-6698-3399
17:00～23:30　月曜休

コース 3000 円～。人気の棒ずし 980 円～は女性客
の多さを考慮した一口サイズ。

創業百余年の老舗の味をのんびりと堪能できる穴場カフェ

「復元カステーラセット」700 円（税別）。厳選した沃度卵と
砂糖を使用した珠玉のカステラをドリンクとセットで。2
種類の味から選べる昔懐かしいクリームソーダもおすすめ。

住吉きっての カジュアル和食
創業 100 年を越えるカステラで有名な老舗。
静かな住宅街に位置するカフェスペース併設
のお店では、卵の旨味と風味が抜群のカステ
ラや、乙女心をくすぐる昔懐かしいクリーム
ソーダが店内でいただける。手土産はもちろ
ん、気軽にカフェ使いもおすすめ。

大阪市住吉区杉本 2-5-12　TEL : 06-6697-0551
9:00～18:00（喫茶ラストオーダー 16:30）
水曜・日曜休

※営業時間等は変更になる場合があります。詳しくは各店舗にご確認ください。
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高齢の方も

障がいの
ある方も

地域の皆様も

すべての人が尊敬される社会の実現をめざして…

どんな人も受け容れられ
支え合える地域づくりに
貢献します！

法人本部  06-6676-0753

社会福祉法人
ライフサポート協会
社会福祉法人
ライフサポート協会
社会福祉法人
ライフサポート協会

保
ほ

利
り

神
じん

社
じゃ

　住吉区長居東１丁目
創建の年代は不詳。足利時代に周防守某なるものが本地に
城を築いたとき、城の守護神として勧請されたといわれる。
明治５年、村社に列し素盞嗚尊神社と改称、明治 44 年、
邑名を万葉仮名で表記した保利神社に改称。

神
かみ

須
す

牟
む

地
ぢ

神
じん

社
じゃ

住吉区長居西２丁目
延喜式に記載のある式
内社で、９世紀以前か
らの古社。祭神は神産
霊神、天日鷲命、少名彦命。少名彦命は酒の
神・医療の神で、磯歯津路を通り奈良へ向か
う呉や新羅からの客人に饗するための酒をこ
の地で醸造したといわれている。

若松神社（止
とどろきひめのみこと

止呂支比売命神社）住吉区沢之町１丁目
祭神は素

す

盞
さの

鳴
お

尊・稲田姫尊。若松神社は地元の愛称で、
承久３年（1221）、後鳥羽上皇が行幸、造られた行宮を
若松御所と名付けたことに由来。中

ちゅうこ

古に住吉大社の摂社
であったが、明治５年、分離し村社となる。（式内社）

私たちは「すみ博」を応援しています

住吉の蔵
 ―未来に語り継ぐ宝物―

大阪市立中央図書館と住吉図書館では、DVDの貸し出しを行っています

住吉に住んだ文化人たち
─豊かな文化力の継承─

DVDでみる住吉の魅力

企画 ： 大阪市住吉区役所　　製作 ： 住吉文化事業実行委員会

住吉歳時記

初辰まいり　　毎月の初辰の日
種貸社・楠珺社・浅沢社・大歳社
令和 4年	  11月11日/12月 5日
令和 5年	   1月22日/　2月 3日/　3月11日/　4月 4日

　5月10日/　6月 3日/　7月 9日/　8月 2日
　9月 7日/10月 1日/11月 6日/12月12日 ※期日等は変更になる場合があります。

帝塚山音楽祭

15日	 七五三祝祭（住吉大社）
	 七五三詣り（主に十一月中）
	 （生根神社・大依羅神社・神須牟地神社
	 若松神社）
23日	 新嘗祭（住吉大社）
	 新嘗祭（勤労感謝祭）（神須牟地神社）

11月

８日	 冬祭（若松神社）
31日	 十二月大祓式・除夜祭（住吉大社）
	 大祓式・鎮火祭・除夜祭（神須牟地神社）
	 除夜祭（保利神社）
	 年越しカウントダウン（生根神社）

12月

若松神社  秋祭

大依羅神社  秋祭

７･８日	 例祭（若松神社）
８･９日	 例大祭（生根神社）
13日	 大海神社 例祭（住吉大社）
15･16日	 秋祭（保利神社）
17日	 宝之市神事・升の市（住吉大社）
20･21日	 秋例祭（神須牟地神社）
第１または第２日曜日　神輿渡御神事（若松神社）
体育の日前日　秋祭本祭・前日宵祭（大依羅神社）
体育の日	 神輿渡御（生根神社）
中旬	 近畿高等学校中学校相撲大会（住吉大社）
	 すみよし博覧会
	 すみよし区民まつり（沢之町運動場ほか）

10月

１日	 淡島祭（生根神社）
３日	 松苗神事（住吉大社）
８日	 春祭（若松神社）
16日	 春祭（大依羅神社）
	 子供祭（生根神社）

4月

住吉大社　御田植神事

14日	 御田植神事（住吉大社）
30日	 六

みなづきのおおはらいしき
月大祓式（住吉大社）

	 大祓式（神須牟地神社）

6月

中秋日	 観月祭（住吉大社）9月

１日	 住吉祭　神輿渡御
	 （住吉大社  ７月 30日～）
23・24日	 地蔵盆（各町会・地蔵尊）
下旬	 帝塚山まつり

8月

17日	 祈年祭（住吉大社）3月

元旦	 若水の儀（住吉大社）
	 元旦祭（住吉大社・生根神社・大依羅神社
	 　　　   神須牟地神社・若松神社）
	 歳旦祭（保利神社）
４日	 踏歌神事（住吉大社）
７日	 白

あお
馬
うま
神
しん
事
じ
（住吉大社）

９･10日	 市戎大国社 例祭「えべっさん」（住吉大社）
12日	 若宮八幡宮 例祭（住吉大社）
13日	 御

み
結
け
鎮
ち
神
しん
事
じ
（住吉大社）

15日	 新年献詠祭（住吉大社）
	 古札焼納式（とんど）（住吉大社）
	 左義長祭・とんど神事（保利神社）
上旬	 成人の日記念のつどい（区民センター）

反橋を渡る参詣者
住吉大社1月

あびこ観音　節分厄除大法会

１～７日	 節分厄除大法会（あびこ観音）
節分の日	 節分祭（生根神社・神須牟地神社・

保利神社）
23日	 天長祭（保利神社）
２～３月	 あびんこ祭り 
	 （地下鉄あびこ中央商店街他）

2月

第２日曜日	 夏祭本祭・前日宵祭（大依羅神社）
11･12日	 夏祭（若松神社）
17･18日	 夏祭（保利神社）
18･19日	 夏大祭（19日　渡御式　生根神社 ）
20･21日	 夏大祭（神須牟地神社）
海の日	 神輿洗神事（住吉大社）
30日～８月１日	 住吉祭
７月中旬～８月中旬	 盆踊り（各連合・町会）

生根神社夏大祭での
子供太鼓7月

1日	 全国弓道大会（住吉大社）
５日	 レンゲ de すみ博（住吉大社御田）
初卯の日	 卯

う
之
の
葉
は
神
しん
事
じ
（住吉大社）

下旬	 帝塚山音楽祭
	 （万代池及び帝塚山地域一帯）

5月

特別養護老人ホーム寿里苑ラピス

■介護スタッフ（正社員）■
給　与	 正社員　月給　255,720円～282,390円
	 ※試用期間・研修期間有（時給1150円～）
	 　夜勤手当7,500円/回　等各種手当含
勤務時間	 7:00～15:30　10:00～18:30
	 11:00～19:30　夜勤17:00～翌10:00
休　日	 シフト制、４週８休
■介護スタッフ（パート）■
給　与	 パート　時給1,150円～1,200円
勤務時間	 7:00～15:30　10:00～18:30
	 他、10：00～17：00（入浴等）でも可
勤　務	 週3～5日で相談可
※交通費・社保加入・ 住宅手当（正）・賞与（正)有。

大阪メトロ御堂筋線の駅から徒歩 10 分
資格・経験が無くても研修致します

◆特別養護老人ホーム
　　ショートステイ
全室個室。各ユニット10名で日常の
生活支援など、24時間の介護サービ
スでお手伝いいたします。

◆デイサービス
日中をおいしいお食事、広い入浴設備、
介護予防運動、カラオケなどのレクリ
エーションでお過ごしいただきます。

◆ケアプランセンター
要介護認定申請・各種介護保険サービ
ス利用などお気軽にご相談下さい。

＜ 勤務先 ・ 応募先 ＞
〒 532-0012　大阪市淀川区木川東 2-19-15
寿里苑ラピス　事務所内　人事担当
　（最寄駅　大阪ﾒﾄﾛ御堂筋　西中島南方　徒歩10分）
TEL 06-6101-3939　メール lapis@Julien.or.jp

ラピスHP
大阪市住吉区帝塚山東

住 吉 診 療 所
帝塚山東5-8-3	 ☎（06）6678-2511
居宅介護支援事業所

ハ ー ト フ リ ー
帝塚山東5-6-15	 ☎（06）6678-2520
訪問看護ステーション

ハ ー ト フ リ ー や す ら ぎ
帝塚山東 5-6-15	 ☎（06）6678-2501

医療法人 ハートフリーやすらぎ

児童発達支援・放課後等デイサービス（重症心身障がい児）
療養通所介護

ナ ー シ ン グ デ イ や す ら ぎ
帝塚山東5-7-11-105	☎（06）6655-1517

絵画教室

体験教室開催中！
体験教室費用 : 2,000 円

ご入会いただくと、絵の具、パレット、筆をプレゼント！

問い合わせ 080-3851-0311( 青江）

絵画教室
毎月第２木曜日 16:00〜 18:00

あとりえcocolo
LINEアカウント

すみ博では、ボランティアスタッフを募集しています

◆ イベントスタッフ　=　イベント当日ボランティア
 　秋の「すみ博」や「レンゲ de すみ博」など

 ◆ イベント企画スタッフ
 　「すみ博」のイベント企画など

すみ博
ボランティア募集 !!

すみ博 検 索詳しくは、すみ博 HP を

一緒に「すみ博」を創っていきませんか！

You tube

西成の地から苅田まで

TEL  06－6607－2220　住吉区苅田４－３－９

０歳から100歳まで地域の共生の「結び目」として

社会福祉法人

四 恩 学 園

令和１年完成園舎

1915 ～ 2022  107 年間 福祉一筋

昭和 10年園舎
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私たちは「すみ博」を応援しています

「すみよし博覧会」の開催にあたって、
多くの方々にご協力・ご協賛いただ
き誠にありがとうございました。
ご協賛いただきました団体・企業の
お名前を掲載させていただき、お礼
に代えさせていただきます。

すみよし博覧会実行委員会

本誌記事・写真・レイアウトの無断転載を禁じます

　　すみよし博覧会実行委員会
　TEL/FAX：06-6671-2211　https://sumihaku.com

YouTube  始めました
「すみ博公式チャンネル」で
お楽しみください

住吉大社	 （一財）住吉村常盤会	 住吉大社吉祥殿
住吉区政協力会	 （社福）大阪市住吉区社会福祉協議会	 大阪帝塚山ライオンズクラブ
大阪大和川ライオンズクラブ	 大阪すみのえライオンズクラブ	 清水丘地域活動協議会
おりおの地活協	 長居連合振興町会	 依羅連合振興町会
南住吉連合振興町会	 山之内スマイル協議会	 苅田連合振興町会
苅田南連合振興町会	 苅田北連合振興町会	 東粉浜連合振興町会
（公財）住吉名勝保存会住吉武道館	 住吉地区保護司会	 （一財）大阪市コミュニティ協会住吉区支部協議会
住吉区地域振興会女性部会	 あびこ観音	 （一財）苅田土地改良記念コミュニティ振興財団
生根神社	 大依羅神社	 大阪府宅地建物取引業協会なにわ南支部
保利神社	 株式会社喜久寿	 洋食やろく
株式会社長﨑堂	 株式会社フローレンス	 住乃江味噌池田屋本舗
菓匠館福壽堂秀信	 株式会社ウジタオートサロン	 ポアール帝塚山本店
ビストロ・エピス	 株式会社歓喜旅行サービス	 勇不動産業
株式会社粟玄	 株式会社粟新	 川勝
白樺	 アッフェル帝塚山	 株式会社末廣堂
coffeeshop あしがる	 シライ工芸	 太洋建設株式会社
Bar&Rental Photo Studio No.3	 楽食屋　新	 帝塚山スタジオ
有限会社芋忠本店	 栄来軒	 愉庵　福源
太陽スポーツ株式会社	 海苔の東京屋	 懐石料理仕出し一平
（社福）ライフサポート協会	 株式会社ジェイコムウエスト	 学校法人帝塚山学院
一級建築士事務所 ｍｎａａ	 よさみ幼稚園	 中国料理イシダ
（社福）博光福祉会  寿里苑ラピス	 越宗整形外科病院	 （公財）住吉隣保事業推進協会
こはま補聴器専門店	 四恩学園	 （医）ハートフリーやすらぎ住吉診療所
介護ユニット　コラボ	 あとりえ cocolo	 どっぷり、昭和町。実行委員会
南海電気鉄道株式会社	 阪堺電気軌道株式会社	 粉浜商店街振興組合

タブラオ ミ・ヴィダ Tel. 06-6211-0070

あなたに伝えたい感動があるあなたに伝えたい感動があるあなたに伝えたい感動がある
情熱の国　スペインのフラメンコ
アンダルシアに流れる瞬間を感じてください ･･･

情熱のフラメンコ  あなたも踊ってみませんか !!

無料体験レッスン実施中 !!
見学もＯＫ！（ 要予約 ）

帝塚山本校 ･ 難波校 ･ 梅田校
各校  月曜～日曜
午前・午後・夜クラスあり

お気軽にお問い合わせ下さいe-mail	: info@flamenco-jp.com
U R L	: http://www.flamenco-jp.com

大阪で唯一、フラメンコライブを見な
がら食事ができるレストラン。
本場さながらの迫力あるフラメンコ
とスペイン料理をお楽しみください。

大阪市中央区心斎橋 2-6-9 心斎橋福穂ビル B1（クロスホテル大阪北隣）

フラメンコショー〈毎週金 ･ 土 ･ 日曜日開催〉

ライブセット	 ￥3,850（税込）
　（オードブル ･ １ドリンク・ショーチャージ含む）

ライブディナーセット	 ￥5,500（税込）〈要予約〉

市川惠子フラメンコ舞踊研究所

〈お問い合わせ・お申し込み専用〉

TEL 06（6678）2323

詳しくはこちらから

ご予約もできます

医療法人  越 宗 会

越宗整形外科病院
病床数：30 床
開設：1951（昭和26）年7月16日

理　事　長　越 宗　勝
整形外科医　木 下　均

〒 558-0051　大阪市住吉区東粉浜 3-26-6
TEL:06-6672-2251（代表） FAX:06-6671-2233
URL:http://koshimune.jp/hospital/

当店は、住之江区、住吉区で唯一の認定補聴器専門店です。

＊補聴器は、認定技能者が在籍している『認定補聴器専門店』で
ご相談してください。

＊補聴器は、すぐに購入する商品ではありません。

当店では、補聴器の無料貸出を行っております。

貸出期間中、詳しい説明は勿論、補聴器の慣れ方
まで、懇切丁寧にご指導させていただきます。

どうぞ、ご安心してご来店ください。

〒 559-0001
住之江区粉浜 3-17-19 TEL:06-7710-3536

旅行のご相談はぜひ当社にお任せください！
「お客様に喜んでいただきたい」をテーマに、

精一杯のおもてなしで思い出に残る
ご旅行のお手伝いをさせていただきます☆

のカタチをお届けします～しい新 旅～

〒 558-0011 大阪市住吉区苅田 3-12-16
TEL:06-6691-0088 / FAX:06-6691-0089

受付時間：10:00 ～ 18:00　定休日：土曜・日曜・祝祭日

全国各地のパ
ンフレットを

ご用意してお
ります！

建築・インテリア・まちづくり等に関する企画・設計・監理並びにコンサルティング

Tel/Fax:06-7502-2241 E-mail:masaki_n@live.jp URL:https://www.mnaa.jp

一級建築士事務所

学校法人廣瀬学園よさみ幼稚園
558-0014 大阪市住吉区我孫子 2-10-5
TEL 06-6691-3601
https://yosami.ed.jp/yosami/ 

https://yosami.ed.jp/yosami/

詳細はよさみ幼稚園のWebサイトをご覧ください

よさみの

子どもたち

と先生
CHILDREN AND TEACHERS

AT YOSAMI KINDERGARTEN

開設年

住所

連絡先

学校法人 　瀬学園  よさみ幼稚園

1953年（昭和28年）

大阪市住吉区我孫子2 -10-5

TEL  06 -6691 -3601

FAX  06 -6691 -6550

Mail  info@yosami.ed.jp

https://yosami.ed.jp/yosami/

詳細はよさみ幼稚園のWebサイトをご覧ください

よさみの

子どもたち

と先生
CHILDREN AND TEACHERS

AT YOSAMI KINDERGARTEN

開設年

住所

連絡先

学校法人 　瀬学園  よさみ幼稚園

1953年（昭和28年）

大阪市住吉区我孫子2 -10-5

TEL  06 -6691 -3601

FAX  06 -6691 -6550

Mail  info@yosami.ed.jp

教えて
教えられ
育ちあう教育

https://yosami.ed.jp/yosami/

詳細はよさみ幼稚園のWebサイトをご覧ください

よさみの

子どもたち

と先生
CHILDREN AND TEACHERS

AT YOSAMI KINDERGARTEN

開設年

住所

連絡先

学校法人 　瀬学園  よさみ幼稚園

1953年（昭和28年）

大阪市住吉区我孫子2 -10-5

TEL  06 -6691 -3601

FAX  06 -6691 -6550

Mail  info@yosami.ed.jp


